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～現在普及可能な新技術～



はじめに

本カタログは、みどりの食料システム戦略で掲げた各

目標の達成に貢献し、現場への普及が期待される技術を

まとめたものです。農業・畜産業を対象とし、294件の

近年（直近10年程度）開発された技術、70件の近い将

来利用可能となる開発中の技術及び88件のみどりの食

料システム法の認定を受けた基盤確立事業、合計452件

の技術について紹介しています。

広く関係者の皆様に有用な新技術を知っていただくと

ともに、栽培暦の見直し等に際してご活用ください。ま

た、開発中技術の将来の現場普及に向けて、開発機関と

の意見交換や実証・改良を進める等、新技術の活用に向

けてご活用ください。

掲載内容の詳細につきましては、各カタログの問い合

わせ先までご連絡をお願いします。
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Ⅰ．現在普及可能な技術
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1 水稲 道総研中央農業試験場水田農業グループ 多収でいもち病抵抗性が優れる水稲新品種「そらきらり」 ● ● ●

1 水稲
中央農業試験場水田農業部

水田農業グループ
いもち病抵抗性を有する飼料用米の新品種「そらゆたか」 ● ● ●

2 水稲
(地独)青森県産業技術センター

農林総合研究所水稲品種開発部
多収で栽培特性が優れ、一般米と識別性が高い飼料用米新品種「ゆたかまる」 ● 気候変動への対応 ● ●

2 水稲
(地独)青森県産業技術センター

農林総合研究所農業ICT開発部
インターネットで簡単に肥料計算ができる施肥設計支援システム「施肥なび」 ● ● ● ●

3 水稲 宮城県古川農業試験場作物環境部 デジタル画像化したCOD簡易比色値から水田土壌の可給態窒素量がわかる ● ● ● ● ● ●

3 水稲 山形県農業総合研究センター 秋の浅耕や石灰窒素施用による水田のメタン発生削減 ● ● ● ● ●

4 水稲 農研機構本部 イネウンカAI自動カウントシステム 労働生産性 ● ● ●

4 水稲 農研機構本部 水田の水管理によるメタン削減（中干し期間の延長） ● ● ●

5 水稲 農研機構本部 水田土壌のカリ収支を踏まえた水稲のカリ適正施用指針 ● ● ● ● ● ● ●

5 水稲 農研機構本部 水稲作におけるリン酸肥料削減の基本指針 ● ● ● ●

6 水稲 農研機構本部
耐倒伏性品種の根出し種子を用いた水稲無コーティング種子浅層土中

播種栽培
労働生産性 ● ● ●

6 水稲 農研機構本部
土壌改良資材と薬剤散布適期連絡システムを基本としたイネ稲こうじ病の

総合防除技術
● ● ● ●

7 水稲 農研機構本部 メタン発酵の副産物である消化液の液肥利用 ● ● ● ● ●

7 水稲 農研機構本部 予測を含む気象データを利用した水稲、小麦、大豆の栽培管理支援システム ● ● 気候変動への対応 ● ● ● ● ●

8 水稲 農研機構本部 有機農業実践現場の研究事例に基づく安定栽培マニュアル ● ● ● ● ● ● ● ● ●

8 水稲 農研機構本部 高温耐性に優れた多収の極良食味イネ品種「にじのきらめき」 気候変動への対応 ● ●

9 水稲 農研機構本部 倒伏しにくく暑さに強い直播栽培向きの多収・良食味水稲品種「しふくのみのり」 ● 気候変動への対応 ● ● ●

9 水稲 農研機構本部 病害虫や高温に強く、多収な水稲品種「秋はるか」 ● 気候変動への対応 ● ●

10 水稲 農研機構本部 早生で多収の直播栽培向き良質良食味水稲品種「ちほみのり」 ● ● ● ●

10 水稲 農研機構本部 自動運転田植機 ● 労働生産性 ● ●

11 水稲 農研機構本部 高機動畦畔草刈機 ● 労働生産性 ● ●

11 水稲 農研機構本部 高能率水田用除草機を活用した水稲有機栽培体系 ● ● ● ● ● ● ●

12 水稲 農研機構本部 トラクター等農業機械の自動操舵システム ● ● 労働生産性 ● ● ● ● ●

技術分類

防除・生育障害 土壌・肥料 栽培・収穫・調製など 畜産・養蚕

掲載

ページ

主な

作目
品目名 開発機関名 技術名

みどりの食料システム戦略

における貢献分野

はVer.5.0で追加された成果です。
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技術分類

防除・生育障害 土壌・肥料 栽培・収穫・調製など 畜産・養蚕

掲載

ページ

主な

作目
品目名 開発機関名 技術名

みどりの食料システム戦略

における貢献分野

12 水稲 茨城県農業総合センター農業研究所
苗箱全量基肥肥料「苗箱まかせ」を用いた飼料用米「夢あおば」の

省力多収栽培技術
● ● ● ●

13 水稲
栃木県農業試験場研究開発部

水稲研究室
高温登熟性に優れ、良食味でイネ縞葉枯病に強い水稲品種「とちぎの星」 ● ● ● ●

13 水稲 埼玉県農業技術研究センター
高温登熟性に優れ、病害虫複合抵抗性をもつ良食味の水稲

新品種「彩のきずな」
● 気候変動への対応 ● ●

14 水稲
千葉県農林総合研究センター

水稲温暖化対策研究室
早期栽培「コシヒカリ」の中干しを利用した生育管理 気候変動への対応 ● ● ●

14 水稲
千葉県農林総合研究センター

水稲温暖化対策研究室
早期栽培水稲における高温登熟障害の発生条件と軽減対策 気候変動への対応 ● ● ● ●

15 水稲
千葉県農林総合研究センター

水稲温暖化対策研究室
早期栽培「コシヒカリ」の有機栽培における中耕除草機を用いた雑草防除方法 ● ● ● ●

15 水稲 農林水産省農業環境対策課 バイオ炭の農地施用 ● ● ●

16 水稲 東京農工大学 植物育種学研究室 事前乾燥を取り入れた水稲温湯種子消毒 ● ● ● ● ● ●

16 水稲 新潟県農業総合研究所作物研究センター 高窒素鶏糞を活用した水稲の減化学肥料栽培 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

17 水稲 新潟県農業総合研究所食品研究センター 米由来原料を用いたマヨネーズ様食品の製造技術 フードテック

17 水稲 新潟県農業総合研究所基盤研究部 水稲有機栽培における田植え３週間後の追加除草要否基準 ● ● ● ●

18 水稲
富山県農林水産総合技術センター

農業研究所病理昆虫課

育苗期のもみ枯細菌病の発病を抑制する有機物含量の高い

軽量育苗培土の利用
● ● ● ● ● ● ●

18 水稲
富山県農林水産総合技術センター

農業研究所
緑肥「ヘアリーベッチ」の水稲向け基肥窒素供給量の簡易推定技術 ● ● ● ● ● ●

19 水稲
富山県農林水産総合技術センター

農業研究所
高温耐性の水稲品種「富富富」による減化学農薬・減化学肥料栽培 ● ● 気候変動への対応 ● ●

19 水稲 石川県農林総合研究センター企画調整室 水稲の「密苗」移植栽培技術 労働生産性 ● ● ●

20 水稲 石川県農林総合研究センター企画調整室
大規模水稲経営における農業ブルドーザとドローンを活用した

スマート農業技術体系
● ● 労働生産性 ● ● ● ●

20 水稲 福井県農業試験場 秋の田起こしと冬の湛水によるニカメイガの防除法 ● ● ● ● ● ● ● ●

21 水稲 福井県農業試験場 ペレット肥料散布機付き除草機 ● ● ● ● ● ● ● ●

21 水稲
山梨県総合農業技術センター

栽培部作物特作科
水稲の高温登熟年におけるケイ酸資材の施用効果 ●

労働生産性

気候変動への対応
● ●

22 水稲 長野県農業試験場作物部 栽培支援装置「クロップナビ」によるイネいもち病（葉いもち）の発生予察 ● ● ● ●

22 水稲 長野県農業試験場環境部
水稲種子伝染性病害に対する温湯処理と催芽時の生物農薬による

体系防除法
● ● ● ● ● ●

23 水稲 長野県農業試験場環境部 水稲の流し込み施肥による穂肥施用方法 ● 労働生産性 ● ● ● ● ●

23 水稲 長野県農業試験場企画経営部 スマートフォンのカメラで撮影した穂の画像による水稲の帯緑色籾歩合の推定 労働生産性 ● ● ●

はVer.5.0で追加された成果です。
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技術分類

防除・生育障害 土壌・肥料 栽培・収穫・調製など 畜産・養蚕

掲載

ページ

主な

作目
品目名 開発機関名 技術名

みどりの食料システム戦略

における貢献分野

24 水稲 岐阜県農業技術センター・土壌化学部 土壌診断結果と資材の種類に応じたケイ酸施用指針 ● 労働生産性 ● ● ●

24 水稲
静岡県農林技術研究所

水田農業生産技術科
水稲Ｖ溝乾田直播栽培技術 ● ● ● ●

25 水稲 愛知県農業総合試験場山間農業研究所
餅等の硬化が遅く、いもち病、イネ縞葉枯病に強い

水稲糯新品種「愛知糯126号」
● ● ● ●

25 水稲 滋賀県農業技術振興センター環境研究部
堆肥、緑肥等有機物の施用による土づくり

（緑肥を活用した水稲栽培での肥料の使用量低減）
● ● ● ● ● ● ●

26 水稲 滋賀県農業技術振興センター
プラスチックを使用しない緩効性肥料を用いた水稲および小麦栽培

（硫黄被覆肥料やウレアホルムの利用）
● 脱プラスチック ● ● ●

26 水稲 京都府農林水産技術センター 高機能バイオ肥料を利用した水稲の増収栽培技術 ● ● ●

27 水稲
兵庫県立農林水産技術総合センター

農業技術センター
マメ科緑肥（ヘアリーベッチ）の肥料代替効果を活用した水稲栽培 ● ● ● ● ● ● ● ●

27 水稲 岡山県農林水産総合センター農業研究所
水稲及び露地野菜畑における有機物施用による土壌炭素貯留量の増加と

収量向上
● ● ● ●

28 水稲 岡山県農林水産総合センター農業研究所 水稲「ヒノヒカリ」の品質低下軽減に役立つGNDVIを用いた追肥判定指標 労働生産性 ● ● ● ●

28 水稲
大分県農林水産研究指導センター

水田農業グループ
麦生育期の牛ふん堆肥散布技術 ● ● ● ● ● ● ●

29 水稲 鹿児島県農業開発総合センター
普通期水稲に対する牛ふん堆肥の施用と被覆尿素の側条施肥による

低コスト施肥法
● ● ● ● ● ●

29 水稲 小泉製麻（株）開発マーケティング室 畦畔雑草の防草・地被植物活着促進シート ● ● ● ●

30 水稲
片倉コープアグリ（株）肥料本部

アグリソリューション推進部
水稲ペースト二段施肥技術（プラスチックを使用しない一発施肥体系） ● 脱プラスチック ● ● ●

30 水稲 クミアイ化学工業（株） 水稲本田での農薬散布の効率化（自己拡散・軽量・省力製剤） ● ● 労働生産性 ●

31 水稲 民間各社 自動水管理システム ● 労働生産性 ● ● ●

32 畑作 農研機構本部 直線作業アシスト装置（GPSを使わない安価なトラクタの自動操舵装置） ● 労働生産性 ● ● ● ● ●

32 畑作 新潟県農林水産部農業総務課政策室 有機質資材の施用効果データベースの作成と活用 ● ● ● ● ● ● ●

33 畑作 小麦 十勝農業試験場システムグループ
衛星画像を用いた秋まき小麦の起生期茎数と止葉期窒素吸収量の推定による

施肥の効率化
● ● ● ●

33 畑作 小麦 北海道立総合研究機構中央農業試験場 安定確収のための秋まき小麦有機栽培技術 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

34 畑作 小麦 岩手県農業研究センター土壌肥料研究室 小麦栽培における緑肥作物の導入効果 ● ● ● ● ● ● ●

34 畑作 小麦 農研機構本部 製パン適性の優れる寒冷地向け小麦新品種「夏黄金」 ● ● ● ●

35 畑作 小麦 農研機構本部 穂発芽耐性を強化した製パン性に優れるパン用小麦新品種「はる風ふわり」 気候変動への対応 ● ●

35 畑作 大豆 中央農業試験場作物開発部作物グループ 納豆加工適性に優れたセンチュウ抵抗性大豆新品種「スズマルＲ」 ● ● ●

はVer.5.0で追加された成果です。
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36 畑作 大豆 秋田県農業試験場
東北地方での大豆品種「リュウホウ」におけるフルチアセットメチル乳剤の

使用方法の確立
● ● ●

36 畑作 大豆 農研機構本部
温暖地でのフルチアセットメチル乳剤を活用した大豆狭畦栽培による

難防除雑草帰化アサガオ類防除技術
● ● ●

37 畑作 大豆 農研機構本部 関東地域における大豆有機栽培技術体系 ● ● ● ● ● ●

37 畑作 大豆 農研機構本部 淡色味噌に好適で晩播栽培において多収の大豆品種「あきまろ」 ● ● ● ●

38 畑作 サツマイモ 農研機構本部 健全種苗の確保に寄与するサツマイモ種イモの蒸熱消毒 ● ● ● ● ● ●

38 畑作 サツマイモ 農研機構本部 殺線虫剤削減にむけた砂質土壌におけるサツマイモネコブセンチュウ被害予測 ● ● ● ●

39 畑作 サツマイモ 農研機構本部 サツマイモ基腐病菌の新しい検出・同定技術 ● ● ● ●

39 畑作 サツマイモ 農研機構本部 多収で病虫害抵抗性のでん粉原料用カンショ「こないしん」 ● ● ●

40 畑作 サツマイモ 農研機構本部 サツマイモ基腐病防除のための総合対策マニュアル ● ● ● ●

40 畑作 サツマイモ 農研機構本部
「みちしずく」の導入による安定生産と農薬の削減

（サツマイモ基腐病に抵抗性のある焼酎・でん粉原料用カンショ）
● ● ●

41 畑作 サツマイモ
茨城県農業総合センター企画情報部

専門技術指導員室
緑肥を活用したカンショの高品質栽培技術 ● ● ● ●

41 畑作
てんさい

ばれいしょ

十勝農業試験場研究部

農業システムグループ
畑輪作で活用できる生育履歴情報を利用したマップベース可変施肥技術 ● ● ● ●

42 畑作 ニンジン
千葉県農林総合研究センター

土壌環境研究室

緑肥作物エンバクの草丈と葉色を用いた

秋冬どりニンジンの窒素減肥可能量の推定
● ● ● ● ●

42 畑作 ばれいしょ 北見農業試験場馬鈴しょ牧草グループ 目が浅く、病害虫抵抗性が優れるばれいしょ新品種「ゆめいころ」 ● ● ● ●

43 畑作 ばれいしょ 農研機構本部 AIを活用した「種ばれいしょ異常株検出支援システム」の開発 労働生産性 ● ● ●

43 畑作 ばれいしょ 農研機構本部 ジャガイモシストセンチュウ抵抗性ばれいしょ品種「はるか」と「ピルカ」 ● ● ● ●

44 畑作 ばれいしょ 長崎県農林技術開発センター研究企画室 複合病虫害抵抗性のばれいしょ品種「ながさき黄金」 ● ● ●

44 畑作 ばれいしょ 長崎県農林技術開発センター研究企画室 病虫害抵抗性ばれいしょ品種「アイマサリ」 ● ● ● ●

45 畑作 ウリ類 茨城県農業総合センター園芸研究所 ウリ類退緑黄化ウイルス（CCYV）の簡易検査キットの開発 ● ● ● ●

45 畑作
ピーマン、マメ類、

サツマイモ苗床等
鹿児島県農業開発総合センター 地域産低コスト資材を活用した新規土壌還元消毒法 ● ● ● ● ● ●

46 畑作 スイートコーン 山梨県総合農業技術センター環境部
白黒ダブル生分解性マルチによる

スイートコーン抑制栽培の初期生育改善および省力化
脱プラスチック ● ●

46 畑作
エダマメ

豆類

秋田県農業試験場企画経営室

企画経営室長
アップカット畝立マルチ播種機による省力的播種技術 労働生産性 ● ● ●

47 畑作 アズキ 十勝農業試験場研究部豆類畑作グループ 落葉病抵抗性アズキ新品種「エリモ167」 ● ● ●

はVer.5.0で追加された成果です。
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47 畑作 インゲンマメ 十勝農業試験場研究部豆類畑作グループ 倒伏に強く多収のインゲンマメ（金時類）新品種「秋晴れ」 ● ● ● ●

48 畑作 落花生
千葉県農林総合研究センター

落花生研究室
トンネルを活用した落花生の乾燥方法 気候変動への対応 ●

48 畑作 エリアンサス 国際農研情報広報室 低コストでの高バイオマス生産が可能なエリアンサス品種「JES1」と「JEC1」 ● ● ●

49 露地野菜 農研機構本部 地温情報を組み入れた畝立後太陽熱土壌消毒「陽熱プラス」 ● ● ● ● ● ●

49 露地野菜 農研機構本部 土づくりと減肥のための緑肥利用マニュアル ● ● ● ● ●

50 露地野菜 農林水産省農業環境対策課 生分解性マルチの導入 ● 脱プラスチック ●

50 露地野菜 山梨県総合農業技術センター環境部 マルチ下局所施肥を中心とした施肥改善 ● ● ● ● ●

51 露地野菜 山梨県総合農業技術センター環境部 リン酸過剰ほ場における長期的なリン酸減肥指針 ● ● ● ●

51 露地野菜 愛知県農業総合試験場研究戦略部 露地野菜の収穫作業における肉体的な負担軽減のための農業用アシストスーツ 労働生産性 ●

52 露地野菜 鹿児島県農業開発総合センター 可給態窒素診断のICT化 ● ● ● ●

52 露地野菜
野菜

畑作
農研機構本部 AI-土壌図と土壌環境APIによる圃場管理 ● ● ● ●

53 露地野菜
野菜

畑作
農研機構本部 有機質資材の肥効見える化アプリ ● ● ● ● ● ●

53 露地野菜 野菜 農研機構本部 野菜作における可給態窒素レベルに応じた窒素施肥指針作成のための手引き ● ● ● ● ● ● ●

54 露地野菜 野菜
（秋冬作露地野菜）

鹿児島県農業開発総合センター 秋冬作露地野菜の可給態窒素レベルに応じた窒素施肥量の簡易算出法 ● ● ● ●

54 露地野菜
野菜

果樹
農研機構本部 散水設備を持つ段差のある圃場への拍動灌水システムの導入方法 労働生産性 ● ● ●

55 露地野菜
野菜(イチゴ等)

果樹(モモ等), 花き(キク) 農研機構本部 AIを活用した病害虫の画像診断アプリ ● ● ● ●

55 露地野菜
野菜

花き
農研機構本部 AI等を活用した土壌病害発病ポテンシャルの診断技術の開発 ● ● ● ● ● ● ●

56 露地野菜
野菜

花き

片倉コープアグリ（株）肥料本部

アグリソリューション推進部
混合有機質肥料を用いた土壌還元消毒 ● ● ● ● ● ●

56 露地野菜 ダイコン
千葉県農林総合研究センター

東総野菜研究室
５月どりダイコンのべたがけ栽培による農ビ削減 ● 労働生産性 ● ●

57 露地野菜 ハクサイ 農研機構本部 根こぶ病・黄化病抵抗性ハクサイ品種「あきめき」 ● ● ●

57 露地野菜 ハクサイ 茨城県農業総合センター園芸研究所 秋冬どりハクサイにおける土壌診断に基づく窒素適正施肥法 ● ● ● ●

58 露地野菜 キャベツ 十勝農業試験場農業システムグループ
土壌センシング情報と作条施肥機を利用したキャベツに対する

基肥可変施肥技術
● ● ● ●

58 露地野菜
キャベツ

エダマメ等
秋田県農業試験場

マメ科緑肥を用いた野菜の減肥栽培

（積雪寒冷地のキャベツ・エダマメ栽培の事例）
● ● ●

はVer.5.0で追加された成果です。
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59 露地野菜 キャベツ 農研機構本部 高能率キャベツ収穫機 労働生産性 ●

59 露地野菜 キャベツ 農研機構本部 根こぶ病抵抗性キャベツ品種「YCRふゆいろ」 ● ● ●

60 露地野菜 キャベツ等 農研機構本部 野菜用高速局所施肥機 ● 労働生産性 ● ● ●

60 露地野菜 キャベツ 滋賀県農業技術振興センター 容易に設置可能で省力的なキャベツセル成型苗の底面給水育苗技術 労働生産性 ● ●

61 露地野菜
キャベツ

タマネギ等

宮城県農業・園芸総合研究所

園芸環境部虫害チーム
オオムギ間作による害虫抑制 ● ● ● ● ● ●

61 露地野菜
キャベツ

ハクサイ
岡山県農林水産総合センター農業研究所 キャベツ、ハクサイに利用できる堆肥入りの一発肥料を開発 ● ● ● ●

62 露地野菜 ホウレンソウ 農研機構本部 高能率軟弱野菜調製機 労働生産性 ●

62 露地野菜 ネギ 農研機構本部 増収とリン酸減肥を可能にする定植前のネギ苗へのリン酸カリ溶液施用 ● ● ● ●

63 露地野菜 ネギ
千葉県農林総合研究センター

東総野菜研究室
ネギ黒腐菌核病の防除法選択チャート及び薬剤散布の適期判定法 ● ● ● ●

63 露地野菜 ネギ
千葉県農林総合研究センター

病理昆虫研究室
ネギべと病防除支援情報システム「ねぎべと病なび」 ● ● ● ●

64 露地野菜 ネギ
静岡県農林技術研究所

植物保護・環境保全科

難防除病害ネギ黒腐菌核病の省力的な総合防除対策

（輪作、アルカリ分供給及び殺菌剤苗灌注の併用）
● ● ● ● ●

64 露地野菜
ネギ

トマト
京都府農林水産技術センター 新型赤色防虫ネットを用いたネギ及びトマトのアザミウマ類およびコナジラミ類防除 ● ● ● ●

65 露地野菜 ネギ 香川県農業試験場 電動モータ駆動の加工・業務用葉ねぎ収穫機 労働生産性 ● ●

65 露地野菜 ネギ 山口県農林総合技術センター 暑さに強く濃緑色の小ネギF1品種「やまひこ」 ● 気候変動への対応 ●

66 露地野菜 タマネギ 農研機構本部 タマネギ直播栽培における直下施肥を用いたリン酸肥料の減肥技術 ● ● ● ●

66 露地野菜 タマネギ 富山県農業研究所病理昆虫課
水田転換畑におけるタマネギべと病の発病リスク評価表を用いた

HeSoDiMマニュアル
● ● ● ●

67 露地野菜 タマネギ 佐賀県農業試験研究センター白石分場 夏期高温期の湛水によるタマネギべと病の一次伝染抑制技術 ● ● ● ● ● ●

67 露地野菜 タマネギ 香川県農業試験場 タマネギの収穫・運搬作業を省力化する高能率収穫機と収納容器 労働生産性 ●

68 露地野菜 キュウリ 京都府農林水産技術センター
露地キュウリ栽培で発生するCMVとWMVを同時に防除できる

混合ワクチン接種苗
● ● ● ●

68 露地野菜 ナス 群馬県農業技術センター ブロッコリーとの輪作によるナス半身萎凋病の発病抑制 ● ● ● ● ●

69 露地野菜 ナス 奈良県農業研究開発センター環境科 土着天敵と天敵温存植物を利用した露地ナスの減農薬栽培技術 ● ● ● ●

69 露地野菜 ナス 岡山県農林水産総合センター農業研究所 ２種の天敵を組み合わせた促成栽培ナスのアザミウマ類防除対策技術 ● ● ● ●

70 露地野菜 ナス
徳島県立農林水産総合技術支援センター

資源環境研究課
捕食性天敵タバコカスミカメをナスの周年栽培体系で利用する技術「ゴマまわし」 ● ● ● ●

はVer.5.0で追加された成果です。
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70 露地野菜
ピーマン

トウガラシ類
農研機構本部

土壌病害抵抗性トウガラシ類台木用品種

「台パワーZ」、「L4台パワー」、「台ちから」
● ● ● ●

71 露地野菜
ピーマン、ナス

トマト
山口県農林総合技術センター ピーマン・ナス・トマトの高接ぎ木による青枯病の発病抑制技術 ● ● ● ●

71 露地野菜 レンコン 山口県農林総合技術センター
ドローンによるレンコン腐敗病危険度の判定と土壌還元消毒を組み合わせた

防除対策
資源循環 ● ● ● ● ●

72 露地野菜 カボチャ 農研機構本部 栽培の省力化に向けた短節間性カボチャ品種 労働生産性 ● ●

72 露地野菜 スイートコーン 山梨県総合農業技術センター環境部
スイートコーン栽培への生分解性マルチの導入による省力効果の定量化と

コスト評価
脱プラスチック ● ●

73 露地野菜 ショウガ 高知県農業技術センター
露地ショウガの根茎腐敗病多発ほ場における低濃度エタノール等を利用した

低環境負荷処理技術の確立
● ● ● ● ●

73 露地野菜
ﾒﾛﾝ, ﾈｷﾞ, ﾚﾀｽ, ﾊｸｻｲ,

ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ, ﾆﾝﾆｸ, ｷｭｳﾘ,

ﾎｳﾚﾝｿｳ,ﾋﾟｰﾏﾝ,ﾄﾏﾄ

青森県産業技術センター農林総合研究所

岩手県農業研究センター

農研機構本部

転炉スラグによる土壌pH矯正を基本技術とした各種病害の被害軽減 ● ● ● ● ●

74 露地野菜 メロン 農研機構本部 退緑黄化病抵抗性メロン「アールスアポロン」シリーズ４品種 労働生産性 ● ● ●

74 露地野菜 メロン
静岡県 農林技術研究所

植物保護・環境保全科

温室メロンにおける赤色光照射や天敵等を組合わせたミナミキイロアザミウマの

総合防除
● ● ● ● ●

75 果樹 農研機構本部 温水を用いた果樹白紋羽病の治療技術 ● ● ● ● ● ●

75 果樹 農研機構本部 “＜w天＞防除体系”天敵が主役の新しい果樹のハダニ防除技術 ● ● ● ● ● ●

76 果樹 神奈川県農業技術センター生産技術部 果樹の樹体ジョイント仕立てを核とした省力・低コスト栽培システム ● 労働生産性 ●

76 果樹 岡山県農林水産総合センター農業研究所 果樹の凍害を回避する新規保護資材の開発 気候変動への対応 ● ●

77 果樹 カンキツ 農研機構本部 AIによる温州みかん糖度予測手法を開発 労働生産性 ● ●

77 果樹 カンキツ 農研機構本部 温州ミカンの浮皮軽減技術 気候変動への対応 ● ● ●

78 果樹 カンキツ 農研機構本部 カキのわい性台木に利用できるカキ新品種「豊楽台」 ● 労働生産性

78 果樹 カンキツ
静岡県農林技術研究所　果樹研究セン

ター
カンキツにおける土着天敵を利用した害虫防除（土着天敵の保護、草生栽培） ● ● ● ●

79 果樹 カンキツ 三重県農業研究所 カンキツ園での省力的防除に有効な軽トラック用のアタッチメント式防除機 ● 労働生産性 ● ● ●

79 果樹 カンキツ
広島県立総合技術研究所

農業技術センター技術支援部
カンキツかいよう病に強く種子が少ない晩生新品種「瑞季」 ● ● ●

80 果樹 カンキツ 愛媛県農林水産研究所果樹研究センター カンキツにおける農業に有用な生物多様性を保全する取組 ● ● ● ● ● ● ●

80 果樹 カンキツ 福岡県農林業総合試験場 果樹部 極早生温州ミカンの双幹形仕立てによる早期成園化と管理作業の省力化 労働生産性 ● ●

81 果樹 カンキツ 鹿児島県農業開発センター 粘着テープによるウンシュウミカン果実の日焼け軽減法 労働生産性 ●

81 果樹 リンゴ
（地独）青森県産業技術センター

りんご研究所病虫部
リンゴ黒星病対策を強化した春季の防除体系 ● ● ● ●

はVer.5.0で追加された成果です。
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82 果樹 リンゴ
（地独）青森県産業技術センター

りんご研究所栽培部

わい化栽培のリンゴ「ふじ」における温暖化に対応した着色向上のための

窒素施肥法
● 気候変動への対応 ● ● ● ●

82 果樹 リンゴ
（地独）青森県産業技術センター

りんご研究所病害虫管理部
リンゴ黒星病対策用落葉収集機の開発（発生軽減のための被害落葉収集） ● ● ● ● ● ●

83 果樹 リンゴ 岩手県農業研究センター病理昆虫研究室 土着天敵のカブリダニ類を温存するりんご園地の下草管理方法 ● ● ● ● ●

83 果樹 リンゴ 長野県果樹試験場育種部 高温条件でも着色良好な早生リンゴ新品種「シナノリップ」 気候変動への対応 ●

84 果樹 リンゴ 長野県果樹試験場育種部 高温年でも着色とみつ入りが安定している晩生リンゴ新品種「シナノホッペ」 気候変動への対応 ● ●

84 果樹 リンゴ 農研機構本部 温暖なリンゴ産地でも着色の良いリンゴ品種「紅みのり」、「錦秋」 気候変動への対応 ● ●

85 果樹
ナシ

リンゴ
長野県南信農業試験場栽培部 枝挿入法によるナシ、リンゴの白紋羽病の早期診断技術 ● ● ● ●

85 果樹
ナシ、スモモ、キウイ

フルーツ
鳥取大学 輸入花粉に依存しない国産花粉の安定供給システムの開発 脱輸入 ●

86 果樹 ニホンナシ 農研機構本部
温暖化によるニホンナシの発芽不良対策技術

（窒素施肥時期の変更による対策）
● 気候変動への対応 ● ● ● ●

86 果樹 ニホンナシ
千葉県農林総合研究センター

最重点プロジェクト研究室
スマートフォンでナシ黒星病防除を支援する「梨なびアプリ」の開発 ● ● ● ●

87 果樹 ニホンナシ
千葉県農林総合研究センター

病理昆虫研究室
ニホンナシにおける天敵カブリダニを主体としたハダニ類のIPM ● ● ● ●

87 果樹 ニホンナシ 神奈川県農業技術センター生産技術部 早期成園化と省力化を実現するニホンナシのジョイントＶ字トレリス樹形 労働生産性 ● ●

88 果樹 ニホンナシ
富山県農林水産総合技術センター

園芸研究所果樹研究センター
ナシ黒星病の被害軽減のための農作業機械を用いた落葉処理技術 ● ● ● ● ● ●

88 果樹 ニホンナシ 長野県南信農業試験場栽培部
「幸水」に対する根域施肥と表面局所施肥の組み合わせによる慣行施肥の

50％減肥技術
● ● ● ●

89 果樹
モモ、ニホンナシ、リン

ゴ、オウトウ、ブドウ
福島県農業総合センター果樹研究所 果樹の防霜対策を効果的に実施するための凍霜害危険度推定シート 気候変動への対応 ●

89 果樹 モモ 農研機構本部 暖冬でも安定して生産できるモモ品種「さくひめ」 気候変動への対応 ●

90 果樹 モモ、ブドウ 山梨県果樹試験場　環境部 土壌物理性の改良処理によるモモ核割れやブドウ裂果の軽減効果 気候変動への対応 ● ● ● ●

90 果樹 モモ 山梨県果樹試験場環境部生理加工科 長期草生栽培によるモモ園の土壌有機物蓄積と果実生産期間の延長 ● ● ● ● ●

91 果樹 モモ 新潟県農林水産部農業総務課政策室 多目的防災網施設を利用したモモせん孔細菌病の耕種的防除技術 ● ● ● ●

91 果樹 モモ 岐阜県中山間農業研究所 モモの耐凍性台木「ひだ国府紅しだれ」による凍害発生軽減 気候変動への対応 ●

92 果樹 モモ 岡山県農林水産総合センター農業研究所 果肉障害を低減する機能性果実袋の開発 気候変動への対応 ●

92 果樹 ニホンスモモ 農研機構本部 酸味が少なく糖度が高いニホンスモモ新品種「ハニービート」 労働生産性 ●

93 果樹 ブドウ 農研機構本部 高温でも容易に着色する極大粒の黒色ブドウ品種「グロースクローネ」 気候変動への対応 ●

はVer.5.0で追加された成果です。
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93 果樹 ブドウ 群馬県農業技術センター 「シャインマスカット」の省力栽培技術 労働生産性 ●

94 果樹 ブドウ 山梨県果樹試験場環境部病害虫科 ブドウ栽培における簡易雨よけ設置の効果 ● 労働生産性 ● ● ●

94 果樹 ブドウ
山梨県果樹試験場育種部

醸造ブドウ育種科

べと病耐病性を有し、ワインの香りが豊かな白ワイン用ブドウ新品種

「モンドブリエ」の開発
● ● ●

95 果樹 ブドウ
（地独）大阪府立

環境農林水産総合研究所
発育予測モデルと気温予報値を活用したブドウ「デラウェア」の発育予測 気候変動への対応 ● ●

95 果樹 イチジク
広島県立総合技術研究所

農業技術センター技術支援部
イヌビワとイチジクの種間交雑体を用いた株枯病抵抗性台木「励広台1号」 ● ● ●

96 果樹 オリーブ 香川県農業試験場 省力的かつ高能率な小型オリーブ脱葉機 労働生産性 ● ●

96 果樹 パッションフルーツ 国際農研　情報広報室 簡易茎頂接ぎ木法によるパッションフルーツのウイルスフリー化技術 労働生産性 ● ● ● ●

97 施設園芸 農研機構本部 新たな多層断熱資材「ナノファイバー断熱資材」 ● ●

97 施設園芸 農研機構本部 アブラムシ防除に有効な飛ばないナミテントウ ● ● ● ● ● ●

98 施設園芸 農研機構本部 園芸用施設への微小害虫の侵入を抑制する新防虫ネット ● ● ● ●

98 施設園芸 農研機構本部 害虫忌避剤プロヒドロジャスモン ● ● ● ●

99 施設園芸 高知県工業技術センター資源環境課
養液栽培用養液循環システム

（病原菌拡散防止のための膜処理ユニットの開発）
● ● ● ● ●

99 施設園芸 宮崎県総合農業試験場
太陽熱土壌消毒と焼酎粕濃縮液を組み合わせ土壌消毒と肥料効果を

安定させる技術（宮崎方式陽熱プラス）
● ● ● ● ● ● ●

100 施設園芸 株式会社やまぜん
特殊な被覆材を多層、複合的に使用し、冬期は燃油削減を実現できて

かつ夏期は高温対策もできる『保温特化型ハウス』
● ●

100 施設園芸 株式会社誠和 自動カーテンの保温力を手軽に向上 ● ●

101 施設園芸
施設園芸、

露地野菜、畑作等
農研機構本部 合成超音波によるチョウ目害虫の被害低減技術 ● ● ● ● ● ●

101 施設園芸 水稲育苗 農研機構本部 安価かつ簡便にハウスの遠隔監視に使えるIoT機器「通い農業支援システム」 労働生産性 ●

102 施設園芸 果菜類
宮城県農業・園芸総合研究所野菜部

施設野菜チーム
施設内環境測定値活用のための「週間環境データ自動計算シート」 労働生産性 ●

102 施設園芸 カンキツ
大分県農林水産研究指導センター

果樹グループ
「スワルスキー製剤」を用いた環境にやさしいミカンハダニの防除 ● ● ● ●

103 施設園芸
カンキツ

マンゴー
長崎県農林技術開発センター研究企画室 施設果樹におけるヒートポンプ機能活用 ● ● ● ●

103 施設園芸 ネギ
千葉県農林総合研究センター

東総野菜研究室
無加温ハウスを利用した夏ネギの栽培技術 ● ●

104 施設園芸 キュウリ
高知県農業技術センター生産環境課

土壌肥料担当
キュウリ促成栽培における基肥リン酸施用要否のための可給態リン酸基準 ● ● ● ●

104 施設園芸 キュウリ
高知県農業技術センター生産環境課

昆虫担当
施設キュウリにおけるミナミキイロアザミウマ、タバココナジラミの総合的管理技術 ● ● ● ●

はVer.5.0で追加された成果です。
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105 施設園芸 キュウリ
熊本県農業研究センター企画調整部

企画情報課

紫外線カットフィルムを被覆したキュウリハウスでのスワルスキーカブリダニを用いた

防除体系
● ● ● ●

105 施設園芸
ナス、キュウリ

メロン

（地独）大阪府立

環境農林水産総合研究所
赤色LEDによるミナミキイロアザミウマ防除 ● ● ● ●

106 施設園芸 ナス
（地独）大阪府立

環境農林水産総合研究所
水ナス栽培における細霧冷房とCO2施用 気候変動への対応 ● ●

106 施設園芸
トマト、ホウレンソウ

キャベツ、タマネギ
北海道立総合研究機構中央農業試験場 園芸作物における堆肥入り複合肥料の特性と活用法 ● ● ● ● ●

107 施設園芸 トマト 道総研　農業研究本部　道南農業試験場 地力窒素に基づくトマトの追肥技術 ● ● ● ●

107 施設園芸
トマト、ミニトマト、

キュウリ、イチゴ
公立大学法人　秋田県立大学 ハウス環境監視と病害感染予測ができるモニタリングサービス ● 労働生産性 ● ● ●

108 施設園芸 トマト 茨城県農業総合センター園芸研究所 抑制トマト栽培におけるタバコカスミカメの苗放飼によるコナジラミ類の総合防除法 ● ● ● ●

108 施設園芸
トマト

キュウリ
千葉県農林総合研究センター野菜研究室 低濃度エタノールを用いた土壌還元消毒法 ● ● ● ● ●

109 施設園芸 トマト
静岡県農林技術研究所

野菜生産技術科

植物重量モニタリング給液装置「うるおい力持ち」

蒸発散量モニタリング給液装置「うるおいいーら」
● ● ● ● ●

109 施設園芸 トマト 岐阜県農業技術センター病理昆虫部 温湿度データに基づいたトマト灰色かび病菌の感染リスク診断 ● ● ● ●

110 施設園芸 トマト 三重県農業研究所 微生物殺虫殺菌剤を利用したトマト病害虫のデュアルコントロール技術 ● ● ● ●

110 施設園芸
トマト、イチゴ

施設野菜
兵庫県立農林水産技術総合センター エッジ効果を利用した色彩誘引シート ● ● ● ● ● ●

111 施設園芸 大玉トマト
静岡県農林技術研究所

植物保護・環境保全科
天敵タバコカスミカメの利用を基幹とした施設栽培大玉トマトのタバココナジラミ防除 ● ● ● ●

111 施設園芸 ピーマン 鹿児島県農業開発総合センター 促成ピーマンにおける株元加温による設置作業の省力化技術 ● ● ●

112 施設園芸 ミズナ 茨城県農業総合センター園芸研究所 ミズナ立枯れ症に対する短期太陽熱土壌消毒と不耕起栽培による防除法 ● ● ● ● ●

112 施設園芸 アスパラガス 香川県農業試験場
建設足場資材利用片屋根ハウス連棟タイプの開発とアスパラガス

高畝栽培への適用
気候変動への対応 ● ●

113 施設園芸 ニラ
栃木県農業試験場研究開発部

病理昆虫研究室
ニラのネダニ類に対する温水処理の防除効果 ● ● ● ● ● ● ●

113 施設園芸 ニラ
栃木県農業試験場研究開発部

病理昆虫研究室
被覆資材を用いた高温処理によるニラのネダニ類防除 ● ● ● ● ●

114 施設園芸 ニラ 群馬県農業技術センター ハウスのニラ栽培終了後のニラ残渣に生存するネギネクロバネキノコバエの防除 ● ● ● ● ● ●

114 施設園芸 イチゴ 農研機構本部 自然エネルギーを利用したイチゴのクラウン温度制御 ● ●

115 施設園芸 イチゴ 新潟県農林水産部農業総務課政策室
イチゴ促成栽培におけるミヤコカブリダニのバンカー製剤によるハダニ類の

IPM防除技術
● ● ● ●

115 施設園芸 イチゴ
静岡県農林技術研究所

次世代栽培システム科
イチゴの葉面積を簡便に把握できるセンサ ● ● ● ● ●

116 施設園芸 イチゴ 滋賀県農業技術振興センター環境研究部 超音波を活用したイチゴうどんこ病発病抑制技術 ● ● ● ●

はVer.5.0で追加された成果です。
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116 施設園芸 イチゴ 奈良県農業研究開発センター育種科
イチゴの新たな花粉媒介昆虫としてのヒロズキンバエ（商品名：ビーフライ）

の利用
気候変動への対応 ● ●

117 施設園芸 イチゴ
兵庫県立農林水産技術総合センター

農業技術センター
紫外線（UVB）照射によるイチゴの病害虫防除技術 ● ● ● ●

117 施設園芸
メロン、キュウリ

スイカ

熊本県農業研究センター企画調整部

企画情報課
防虫ネットによるメロン退緑黄化病対策 ● ● ● ●

118 施設園芸 シソ
高知県農業技術センター生産環境課

病理担当
結露センサーを用いた暖房機制御によるシソ斑点病防除 ● ● ● ●

119 花き 農研機構本部 日没後（ＥＯＤ）の加温や光照射による花きの省エネルギー生産技術 ● ●

119 花き
キク

（スプレーギク）

愛知県農業総合試験場

東三河農業研究所
夏の暑さに強い「スプレー愛知夏２号」「スプレー愛知夏３号」 ● 気候変動への対応 ● ●

120 花き キク 奈良県農業研究開発センター育種科 気象変動に左右されない安定した開花特性を持つ小ギク品種の育成 気候変動への対応 ●

120 花き カーネーション
千葉県農林総合研究センター

花植木研究室
ＬＥＤ電照を用いたカーネーションの低温管理栽培 ● ● ●

121 花き カーネーション 愛知県農業総合試験場園芸研究部 淡ピンク花色で日持ちが極めて良いカーネーション品種「カーネアイノウ１号」 食品等ロス削減 ● ●

121 花き バラ 静岡県農林技術研究所花き生産技術科 暖房費が削減できるバラ栽培のヒートポンプ利用方法 ● ●

122 花き ガーベラ 農研機構本部 クラウン部局所加温による花きの低温期低コスト栽培技術 ● ●

122 花き トルコギキョウ 農研機構本部 トルコギキョウの低コスト冬季計画生産技術 ● ● ●

123 花き サクラ類
（地独）大阪府立

環境農林水産総合研究所
薬剤樹幹注入とネット被覆によるクビアカツヤカミキリ被害の抑制 ● ● ● ●

124 茶 農研機構本部 一酸化二窒素の発生を抑制する茶園の土壌管理技術 ● ● ● ● ● ●

124 茶 農研機構本部 耐病性茶品種「さえあかり」、「せいめい」による化学農薬削減 ● ● ● ● ●

125 茶 農研機構本部 病害虫複合抵抗性の緑茶用中生新品種「かなえまる」 ● ● ● ● ●

125 茶 埼玉県茶業研究所 有機JASで使用できる除虫菊乳剤3によるチャドクガ防除技術 ● ● ● ● ● ●

126 茶 静岡県農林技術研究所茶業研究センター 茶園用病害虫クリーナーによるチャ炭疽病対策及び異物除去作業の省力化 ● 労働生産性 ● ● ●

126 茶
奈良県農業研究開発センター

大和茶研究センター
二番茶後の剪枝による茶の炭疽病対策 ● ● ● ●

127 茶 佐賀県茶業試験場 中山間地域に対応した軽トラック積載型自走式茶園管理機 労働生産性 ●

127 茶
熊本県農業研究センター企画調整部

企画情報課
チャトゲコナジラミとクワシロカイガラムシの同時防除技術 ● ● ● ●

128 茶 鹿児島県農業開発総合センター 無人自動走行作業システムを用いた「ロボット茶摘採機」の開発 ● 労働生産性 ● ●

128 茶
茶

果樹
農研機構本部 気温差制御による防霜ファンの省エネ化技術 ● ● ●

はVer.5.0で追加された成果です。
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129 畜産
栃木県畜産酪農研究センター企画情報課

畜産環境研究室
アミノ酸バランス改善飼料による牛排せつ物由来の温室効果ガス削減 ● ● ●

129 畜産 農研機構本部 鶏ふんを原料とする腐植酸高含有堆肥の生産と利用 ● ● ● ● ● ●

130 畜産 農林水産省畜産振興課 温室効果ガスの削減に資する堆肥の好気性強制発酵のための装置 ● ● ●

130 畜産 農林水産省畜産振興課 広域流通のための堆肥のペレット化装置 ● ● ● ● ●

131 畜産 佐賀県畜産試験場 畜産排水からのリン回収技術 ● ● ● ●

131 畜産 株式会社YEデジタル 飼料残量管理ソリューション ● 労働生産性 ●

132 畜産 全ての作目 宮城県畜産試験場 混合堆肥複合肥料の作製とペレット化技術 ● ● ●

132 畜産
酪農

豚
農研機構本部

家畜排せつ物中の有用物質（窒素）及びエネルギーの高効率な

回収・活用技術の開発
● ● ● ● ●

133 畜産 牛 農研機構本部 肥育素牛を省力・低コストで生産できる周年親子放牧技術体系 脱輸入 ●

133 畜産 豚 農研機構本部 アミノ酸バランス改善飼料給与による温室効果ガス削減 ● ● ●

134 畜産 豚 農研機構本部 炭素繊維リアクターによる一酸化二窒素削減 ● ●

134 畜産 豚 農研機構本部 豚の遺伝的な抗病性の改良（豚の抗病性改良DNAマーカー） 抗病性の向上 ●

135 畜産 豚 和歌山県畜産試験場 豚の生産性をそこなわず霜降り豚肉を生産する技術 食品等ロス削減 ● ●

135 畜産 豚 栃木県畜産酪農研究センター 夜間制限給餌による肥育豚の生産費低減技術 効率的飼養管理 ●

136 畜産 採卵鶏 茨城県畜産センター アミノ酸バランス改善飼料給与による採卵鶏の温室効果ガス・アンモニア削減 ● ●

136 畜産 採卵鶏 山梨県畜産酪農技術センター 暑熱時における卵殻強度の向上と卵重改善 気候変動への対応 ●

137 畜産
家禽

豚、牛
農研機構本部 食品製造副産物を活用した国産飼料の活用 ● ● ● ●

137 畜産
飼料用トウモロコシ

ソルガム、大豆
農研機構本部 高速作業が可能な不耕起対応播種機 ● 脱輸入 ● ●

138 畜産
飼料

生乳
農研機構本部 自給濃厚飼料としてのイアコーンサイレージ生産利用 ● ● 脱輸入 ● ● ●

138 畜産 牧草
北見農業試験場研究部

馬鈴しょ牧草グループ
牧草チモシー「センリョク」 脱輸入 ● ● ● ●

139 畜産 牧草 農研機構本部 越夏性を向上させた高品質牧草品種「夏ごしペレ」 気候変動への対応 ● ●

139 畜産 牧草 農研機構本部 越冬性に優れ栄養価も高い新型牧草フェストロリウム「ノースフェスト」 脱輸入 ● ●

140 畜産 牧草 農研機構本部
オーチャードグラス中生品種「えさじまん」

（糖含量が高く栄養収量の多いイネ科牧草）
脱輸入 ● ● ● ●

はVer.5.0で追加された成果です。
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140 畜産 牧草 農研機構本部 アカクローバ晩生品種「アンジュ」（チモシーとの混播適性に優れるマメ科牧草） ● ● ● ● ● ●

141 畜産 牧草 農研機構本部 耐暑性、夏季病害や耐湿性に優れる寒地型牧草の新品種 気候変動への対応 ● ● ● ●

141 畜産 牧草 農研機構本部 耐雪性に優れるイタリアンライグラス早生品種「クワトロ-TK5」 脱輸入 ● ● ●

142 養蚕 農研機構本部 カイコ等の高いタンパク合成能力を活用した高機能非石油繊維等の開発 ● ● ●

142 養蚕 農研機構本部 カイコによる有用物質の効率的な生産技術 ● ● ●

143 養蚕 群馬県蚕糸技術センター 耐暑性蚕品種「なつこ」の開発 気候変動への対応 ●

144 その他 岩手県農業研究センター土壌肥料研究室 マイクロ波抽出と簡易測定キットによる土壌養分の簡易評価手法 ● ● ●

144 その他 全ての作目 公益財団法人岩手生物工学研究センター 機能性素材の探索と活用 機能性素材 ● ●

145 その他 全ての作目 農研機構本部 混合堆肥複合肥料の製造とその利用（家畜ふん堆肥の肥料原料化の促進） ● ● ● ● ●

145 その他 全ての作目 農研機構本部 農業法人における従業員の人材育成ガイドブック 労働生産性

146 その他 全ての作目 農研機構本部 電動の農業用追従ロボットによる農業の省力化・軽労化 ● 労働生産性 ● ●

146 その他 全ての作目 東京都農林総合研究センター 直売所リアルタイム表示システム「見えベジ」 地産地消

147 その他 全ての作目 東京都農林総合研究センター
農作業スケジュール管理アプリによる農薬・肥料の管理

（作業の効率化・作物の品質向上）
● ● ● ● ● ●

147 その他 水田、畑作等 岐阜県農業技術センター土壌化学部 分光光度計を活用した土壌の可給態窒素簡易測定法の数値化 ● ● ● ●

148 その他
米、麦

豆類等
農研機構本部 高精度施肥が可能な重量計付きブロードキャスタ ● ● ● ● ● ●

148 その他 水稲、小麦等 農研機構本部 ウェブで使える作物家系図の作成ツール「Pedigree Finder」の開発 育種システム ● ● ●

149 その他
野菜・果実・茶等

19品目
マクタアメニティ株式会社 画像解析による野菜等の食味判定システム 食品等ロス削減 ●

149 その他
オギススキ

（資源作物）
農研機構本部 セルロース系バイオマス植物として有用なオギススキ新品種「MB-1」と「MB-2」 ● バイオマス

はVer.5.0で追加された成果です。



温室効果फ़५ 農薬 有機農業肥料
多収でःुठ病抵抗性ऋ優れॊ
⽔稲新品種َजैऌैॉُ

品⽬؟⽔稲

技術भ໪要

効果

導⼊भ留ਔਡ

जभ他（価તఝؚ改良؞普及૾யؚ適応地域）

関৴情報

ਖः合ॎच先؟道総研中央農業試験場⽔⽥農業ॢঝشউ
TEL�0126-26-1518 e-PDLO�FeQWrDO-DJrL#Kro.or.MS

⽶भ消ા量पಚीॊ中⾷ृਗ⾷向ऐभસ合は৺30٫॑ಚ
ीथउॉම調ऩ೽要ऋँॊ。঳্ؚ⽣産現場では農業従হ
঻भ減少ृ⾼ೡ化ऋ進॒でउॉؚ省⼒؞低॥५ॺ栽培等प
ेॊ⽣産効率भ向上ऋ課਻धऩढथःॊ。

َजैऌैॉُはؚ中⾷ҩਗ⾷向ऐ品種َऌैै397ُ
ृَजैॅऌُधૻसथؚ多収でःुठ病抵抗性ऋ強ः。
⾷味特性ृ加⼯適性は同ங度प良஀でؚ中⾷ؚਗ⾷向ऐ⽤
ಥप適खؚ北海道⽶भ⽣産振௪及ल持続可能ऩ農業भ実現
प貢献でऌॊ。

ःुठ病प強ऎ化学農薬ઞ⽤量॑低減ٵ
୴ःुठ病抵抗性ؚ໘ःुठ病抵抗性はःङれुn強|でؚ
ःुठ病भ本⽥薬剤防除ऋ不要ऩたी⽣産॥५ॺ॑抑इ
ैれॊधधुपؚ化学農薬पेॊ環境଀෰॑軽減でऌॊ。

栽培上भିਔহඨ؞
཈⽶品質ऋृृ༄ॊたी૑要प応गथ⾊ཪ選別॑⾏अ。
َऌैै397ُेॉु成࿃期ऋृृ೚ःभで適期移植प
౑ीॊ。耐倒伏性ऋnृृൠ|でँॊたीؚ北海道施肥फ़
ॖॻप基तऌ適જऩ施肥प౑ीॊ。

●普及भ૾ய（北海道）
2023ফは複数地域で普及展ં፳栽培॑実施ؚ2024ফ
ेॉ঳ಹ栽培開઩予定。

●研究開発
2023ফ度प本品種भලಔ栽培ঐॽগ॔ঝ॑公開。

ഥਮ5ফ（ਸ਼41回）農業新技術発਀ভ؞
َたऎさ॒穫れथ病気पु強ःآउ⽶新品種ِ空育195号ُّ

਍定खथ優れた収量性ٵ
َऌैै397َُजैॅऌُपૻसؚ収量ऋ਍定खथऊ
ऩॉ多ऎ（َऌैै397ُૻ118� ؚ َजैॅऌُૻ
113�）ؚ収益性भ向上ऋ期ୄでऌॊ。

普 及 ⾒ ੢ ा 地 ఝ प उ ऐ ॊ 収 量
ढ़ফభस59ढ़所（ఏ肥ય44ؚڰ
多肥ય15）भ਴಑க

●૮防除栽培पउऐॊःुठ病発⽣૾யभૻຎ

َऌैै397ُभ໘はؚ
ःुठ病प૎ഉखथःॊ
ऋَؚजैऌैॉُはؚ
ऺध॒न૎ഉऋाैれङؚ
௏全प⽣育खथःॊ。

きैै397そैきैॉ

৘୿化

関৴情報

農薬 有機農業肥料温室効果फ़५
ःुठ病抵抗性॑有すॊ
飼料⽤⽶भ新品種َजैॅたऊُ

品⽬؟⽔稲ؚ畜産

技術भ໪要

効果

導⼊भ留ਔਡ

飼料⽤⽶भ਍定⽣産ध所੭向上ऋ期ୄでऌॊٵ

●適応地域
ْ移植栽培ٓ北海道৔भ⽔稲अॊठ⽶作付地ఝ全域
ْ直播栽培ٓ道વ地域全域ؚ道央उेल道北地域भ঳部

飼料⽤⽶भ導⼊पेॊ所੭向上॑௕ॊたीؚ႗収益ध಑
ཀྵすॊ590⋹�10ېਰ上भ多収栽培प౑ीॊ。

जभ他（価તఝؚ改良؞普及૾யؚ適応地域）

関৴情報

●普及भ૾ய普及及普及
(北海道৔で2�183KD作付ऐ（2021ফ産؞

َजैॅたऊُはؚ収量性؞耐ഐ性؞ःुठ病抵抗性؞
耐倒伏性प優れؚ໘यैा期耐ഐ性ऋn強|ؚ୴ःुठऋ
n強|ؚ໘ःुठऋnृृ強|ؚ耐倒伏性ऋnृृ強|でँॊ。

出໘期はn早|でؚ直播栽培ु可能でँॊ。
収量はَऩऩणऻखَُؚ⼤地भ星ُपૻसथ移植؞直

播栽培धुप多収で
ँॉؚ਍定⽣産ऋ
でऌॊ。

北海道भ⽔稲作付地ఝ全域で栽培ऋ可能ٵ

َजैॅたऊُभ傱ध཈⽶
ంَ؟जैॅたऊُؚకَ؟ऩऩणऻखُ

َजैॅたऊُभ直播፳場भ஘⼦
ంَ؟जैॅたऊُؚకَ؟⼤地भ星ُ

65.0 71.0 61.8 69.3 

●経ੋ効果
直播栽培पेॊ60⋹当たॉ⽣産ાは8�400৞
َजैॅたऊُभ導⼊पेॉؚ10٫ਰ上所੭ੜ加(વ空知)

जैॅたऊ栽培؞多収হ例

ਖः合ॎच先؟中央農業試験場⽔⽥農業部⽔⽥農業ॢঝشউ
TEL�0126-26-1518 e-PDLO�FeQWrDO-DJrL#Kro.or.MS

৘୿化

1.水稲

1

https://www.hro.or.jp/upload/18305/01.pdf
https://www.maff.go.jp/tohoku/seisan/suitou/attach/pdf/siryoumai_contest-28.pdf


肥料農薬 有機農業 जभ他
（気候変動षभ対応）

多収で栽培特性ऋ優れؚ঳ಹ⽶ध
識別性ऋ⾼ः飼料⽤⽶新品種َॅたऊऽॊُ 温室効果फ़५

品⽬؟⽔稲ؚ畜産

技術भ໪要

効果

導⼊भ留ਔਡ

飼料⽤⽶⽣産भ਍定多収化ٵ
耐倒伏性 nऊऩॉ強| ؚःुठ病抵抗性 n極強| ؚ耐ഐ性
nऊऩॉ強| ؚ育成地でभڱফ৑भ試験で精傱重は
1�009NJ�10Dؚ႗཈⽶重は822NJ�10Dでَؚाऩॅた
ऊُपૻसजれझれڱএॖথॺ多収でँॊ。

५変化पିਔشःुठ病ਉ菌भঞ؞
፳場抵抗性遺伝⼦ ųƌŖŘ؜ųƅŔŃ॑保有खथःॊ。
ःुठ病भ発⽣ऋ⾒ैれた場合は防除॑⾏अ。

जभ他（価તఝؚ改良؞普及૾யؚ適応地域）

関৴情報

●普及भ૾ய

●適応地域

ਖः合ॎच先؟（地独）⻘஌県産業技術७থॱش農林総合研究所⽔稲品種開発部
TEL�0172-52-4312 e-PDLO�QoXBVoXNeQ#DoPorL-LWF.or.MS

َॅたऊऽॊُは໬ഐ地北部では nृृ早| ࿃期पര
すॊ飼料⽤⽶品種でँॊ。َाऩॅたऊُपૻसؚ多収
でؚ耐倒伏性ृःुठ病抵抗性ؚ耐ഐ性ऋ強ः。཈⽶は
乳ஜؚ໅ஜभ発現ऋ多ऎؚ঳ಹ⽶ध識別性ऋँॊ。

飼料⽤⽶भ不正規流通防ૃٵ
঳ಹ⽶ध識別性ऋँॊ。

௨菌剤ઞ⽤量भ削減ٵ
ःुठ病防除は基本的प不要でँॊ。

஌県৔で2�704KD作付ऐ（2021ফ産）⻘؞

஌県全域及ल北ূ北地域⻘؞

َ飼料⽤⽶တཫ品種َ⻘系201号ُभ特性ُ
（⻘系201号ॅَ؟たऊऽॊُभ೮系ଁ名）
ഥਮڮফ度普及すॊ技術؞指導૞અ資料
（⻘஌県؞地独 ⻘஌県産業技術७থॱ12ع9（شঌش४

َॅたऊऽॊُभ草௅ ཈⽶भૻຎ ంॅَ؟たऊऽॊُ
కَ؟ाऩॅたऊُ

2019ফؚ⻘஌県⿊⽯৘ع2015

品種名 耐倒伏性 ୴ःुठ ໘ःुठ 耐ഐ性 収量ૻ ཈⽶識別性

ॅたऊऽॊ ऊऩॉ強 極強 極強 ऊऩॉ強 105 ँॉ

ाऩॅたऊ 強 ृृ強 ृृ強 強 （100） ऩख

৘୿化

温室効果फ़५ 有機農業肥料農薬
ॖথॱشॿॵॺでල౐प肥料ੑ઴ऋでऌॊ
施肥設ੑ⽀援३५ॸ঒َ施肥ऩलُ

品⽬؟移植⽔稲（復੪⽥除ऎ）
畑作ؚ露地野菜

技術भ໪要

効果

導⼊भ留ਔਡ

適正施肥भたीप૑ङ⼟壌分析॑⾏ःؚ施肥設ੑ॑すॊ。

जभ他（価તఝؚ改良؞普及૾யؚ適応地域）

関৴情報

●普及भ૾ய（⻘஌県）

吭َ施肥ऩलُ8RL

●適応地域 ⻘஌県全域

肥料ાभ低減ऋ期ୄٵ
⼟壌養分量ؚ堆肥養分量प応गた施肥設ੑऋでऌؚ
肥料ાभ低減पणऩऋॊ。

壌भ௏全化ध環境଀෰জ५ॡ低減ऋ期ୄ⼟ٵ
適正ऩ⼟तऎॉ肥料ؚ堆肥ؚ肥料भ施⽤ऋ௕ैれؚ⼟壌
भ௏全化ध環境জ५ॡभ低減पणऩऋॊ。

⼟भ養分૾態ृ堆肥प含ऽれॊ養分量॑અൟखた適正ऩ
施肥量॑ৠीॊपはؚ複雑ऩੑ઴॑すॊ૑要ऋँॊ。

जऒでؚල౐ऩඨ⽬選උ等で⼟壌改良材（⼟तऎॉ肥
料）ؚ堆肥ؚ肥料भ適正施⽤量॑ੑ઴でऌॊ施肥設ੑ⽀援
३५ॸ঒Ҧ施肥ऩलҧ॑開発खた。

http://www.aomori-itc.or.jp/sehisekkei

ٷ特徴ٷ
⋇ॖথॱشॿॵॺで利⽤
（௧⽤॔উজは不要）

⋈⼟壌分布௕॑利⽤खथؚ
地ਡ選උで⼟壌भ種類
॑確ੳ可能

⋉⼟ृ堆肥प含ऽれॊ養分
प応गた適正施肥量॑ੑ઴

⋊ઞःたः堆肥ृ肥料ໝ෧で試઴可能
壌分析प基तऎ施肥設ੑ॑⾏अ⼟؞

県৔⽣産঻ऋ活⽤खथउॉؚ利⽤回数はੜ加ൊ向पँॊ。
（2020ফ度भ利⽤回数423؟回）

َ施肥ऩびُのඝ作઺એ

૞અ資料َ؟਴成28ফ度 普及すॊ技術؞指導૞અ資料ُ(⻘஌県)

●利⽤料 ૮料

ਖः合ॎच先؟(地独)⻘஌県産業技術७থॱش農林総合研究所農業ICT
開発部 農業ICT開発部⻑ TEL�0172-52-4391

吭

公開

2

https://www.pref.aomori.lg.jp/soshiki/nourin/nosui/files/R2gattai6.pdf
https://www.aomori-itc.or.jp/sehisekkei/


温室効果फ़५ 有機農業農薬 肥料

品⽬؟⽔稲

技術भ໪要

効果

導⼊भ留ਔਡ

で推定可能⽇ڱع⽇گभ可給態窒素ऋ⽥⽔ٵ

出はঐॽগ॔ঝप従ढथ⾏अྴ؞
ྴ出্法は؜農研機構中央農業総合研究७থॱشऋ作成खた
َ⽔⽥⼟壌可給態窒素भලಔ؞ဌ速評価ঐॽগ॔ঝُ（ZeE
公開中）प従अ。

जभ他（価તఝؚ改良؞普及૾யؚ適応地域）

関৴情報
●普及भ૾ய 普及指導৩प対すॊ⼟壌診断研ఊ等प活⽤

੺ফؚ⽔⽥⼟壌भ
ബ乾⼟⽔ྴ出液中भ
Ｃڹۄ（化学的෷素
消ા量）ऊै可給態
窒素量॑推定すॊ্
法ऋ開発された。

本技術はؚऒभ্
法भ঳部॑さैपල
ಔ化खたुभでؚ発
⾊खた試料॑ॹ४ॱ
ঝढ़ওছで撮影すॊ
ऒधपेॉؚ⽬ଳभ
ਖ਼断ではऩऎؚ数க
化खथＣ॑ڹۄ測定
ख可給態窒素॑推定
すॊ。

⼟普及指導機関でुઍಔप分析ऋ可能でँॉؚٵ
तऎॉृ施肥भ適正化प貢献

試料॑ॹ४ढ़ওで撮影すॊऒधで数க化ऋ可能ٵ

従来ؚ30ڰ٦ౝ৑भᑮ⽔培養ऋ૑要でँढたऋؚ本技術
पेॉؚऊऩॉभ作業軽減ध⽇数ಢೠपऩॊ

ఏ૆⾊ध発⾊खた試料॑同ৎप୼ख੢ाؚ試料भ発⾊度॑
数க化すॊऒधでؚ⽬ଳपेॊഭा取ॉෙ୷॑軽減。

デジタルカメラで撮影 R-*によるC2Dகと可給態窒素量の関બ

号(2018)ڰ本⼟壌肥料学雑๟89ඕ⽇؞
प掲載ُ（া号ڴ2021ফ）技術ध普及َ؞

R-*によるC2Dகと可給態窒素量の関બ

（क़ॕথ३५ॸ঒঺製)ُشআॵढ़شக取੭९ইॺَढ़ছڷڼۇ画൸؞
取੭૮料（2021ফ10া現૔）

ঃॵॡॸ५ॺ（(ઙ)ુ⽴理化学研究所製）ڹۄＣ؞
1 回 63 ৞（೉⽤७ॵॺ150؜ 回分 �ຢ）

●価તఝ

品種2020َॹ४ॱঝ画൸化खたC2Dලಔૻ⾊கऊै⽔⽥⼟壌؞ਈ新農業技術؞
भ可給態窒素量ऋॎऊॊُ

ਖः合ॎच先؟宮ଗ県ଽ川農業試験場作物環境部
TEL�0229-26-5107 e-PDLO�IQ-VN#SreI.PL\DJL.OJ.MSॹ४ॱঝ画൸化खたC2Dලಔૻ⾊கऊै

⽔⽥⼟壌भ可給態窒素量ऋॎऊॊ

公開

有機農業農薬 肥料温室効果फ़५
௘भฒ࿊ृ⽯࿏窒素施⽤पेॊ
⽔⽥भওॱথ発⽣削減

品⽬؟⽔稲
技術भ໪要

効果

導⼊भ留ਔਡ

௘ฒ࿊पेॊྂ࿃促進ؚওॱথ削減ٵ
௘भ稲ॎै散布৏भฒ࿊（510عFPभ஥さप࿊अ॒खؚ稲ॎै
॑すऌ੢ि）でؚওॱথ発⽣量はຯ⾏प対खथ40٫削減された。

जभ他（価તఝؚ改良؞普及૾யؚ適応地域）

関৴情報

●適応地域؟ஐभ౮ଞ൬੪ऋਖ਻पऩॊ⼭形県पउःथ効果ऋ
確ੳされथःॊ。

●適応⼟壌؟ওॱথ削減率は࿏⾊低地⼟でभ੥果प基तऎ。

ਖः合ॎच先؟⼭形県農業総合研究७থॱش
TEL�023-647-3500 e-PDLO�\QoNeQVe#SreI.\DPDJDWD.MS

●௘ฒ࿊भ導⼊
通ଞभ࿊କ஥ではஐ先भ፳場乾ᄩऋ೚

れؚ稲ॎैभ分解ु೚れॊभで࿊କは
ฒऎすॊ。

࿏窒素पेॊྂ࿃促進ؚওॱথ削減⽯ٵ
௘भ稲ॎै散布৏प⽯࿏窒素॑散布すॊऒधでؚওॱথ発⽣量
はຯ⾏पૻखथ30٫削減された。

ஐभ⽔⽥पすऌ੢ऽれた稲ॎैはؚ⽔稲भੂ期⽣育॑抑制खؚ収
量ؚ品質प଀भ影஭॑ଖइॊ場合ऋँॊ。ऽたؚ温室効果फ़५でँ
ॊওॱথभ発⽣源धऩॊ。

जऒでؚ௘भ稲ॎै散布（॥থংॖথ収穫）৏भฒ࿊(5FPங度भ
஥さ）ृ⽯࿏窒素（20NJ�10D）भ施⽤पेॉ稲ॎै分解॑促खؚও
ॱথ発⽣量भ抑制ध⽔稲भ⽣育改善॑௕ॊ。

本技術पेॉؚโফभওॱথ発⽣量ऋຯ⾏（௘稲ॎै散布؞ஐす
ऌ੢ाؚ⽯࿏窒素૮施⽤）ेॉु減少すॊ。঳্ؚ⽔稲भቆ数ऋੜ
इؚ精཈⽶収量はຯ⾏ध同等ਰ上धऩॊ（ॹشॱは関৴情報૞ස）。

北農業試験研究成果情報ূ؞ 稲ॎै散布৏भฒ࿊ृ⽯࿏窒素施⽤पेॊ
ওॱথभ削減ध⽔稲⽣育भ改善（⼭形県 ਴成24ফ）

●ওॱথ発⽣量भ低減
โফभওॱথ発⽣量はؚ௘ฒ࿊

पेॉຯ⾏ૻ40٫ؚ⽯࿏窒素पे
ॉ同30٫削減された。
（⼭形৘৔ؚ࿏⾊低地⼟でभ੥果）

โফभওॱথ発⽣量

௘ฒ࿊ध⽯࿏窒素भ選උ؞

࿏窒素は肥料成分॑含॒でःॊ⽯؞

௘भ稲ॎै散布৏भ፳場ऋ乾ऊऩः等ؚ፳場૖੯पेॉ௘भ
ฒ࿊ऋでऌऩः場合ऋँॊ。ऒभेअऩ፳場では⽯࿏窒素भ
散布॑選උすॊ。ऩउؚ稲ॎै散布৏भฒ࿊ृ⽯࿏窒素भ施
⽤ৎ期はؚ早ःऺनྂ࿃促進効果ऋ⾼ः。

࿏窒素भ肥料効果॑અൟखた減肥⽯ٵ
⼭形県भ品種َはइफऌُभ場合ؚ⽯࿏窒素॑20NJ�10D施⽤खؚ
基૆施肥窒素量（基肥6ؚ追肥2NJN�10D）ऊै基肥窒素॑
1NJ�10D減肥खथुؚຯ⾏ధभ収量؞品質ऋ確保された。

公開

ව野ऺऊ؞ (2016) ஋඗໬ഐ地低地⼟稲ॎैすऌ੢ा⽔⽥पउऐॊ࿊କ法भୀःऋโফ
भওॱথ؜঳෷化੸窒素発⽣量प及ऻす影஭. ⽇本⼟壌肥料学雑๟� 87(2)� 101-109

ව野๒౓؞ (2021) ஋඗໬ഐ地⽔⽥ऊैभ温室効果फ़५削減ध⽔稲⽣育改善技術भ開発
⽇本⼟壌肥料学雑๟� 92(5)� 420-421

⽯࿏窒素॑ઞ⽤すॊ場合ؚ⽯࿏窒素भ量は品種प応गथ減ैす
૑要ऋँॊ。ऽたؚૌ๪施肥धऩैऩःेअؚโফभ栽培では
⽯࿏窒素प由来すॊ肥料成分भ୹給॑ྠ੧खた施肥設ੑ॑⾏अ。
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https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/2020/2020seika-01.html
https://www.naro.affrc.go.jp/org/tarc/seika/jyouhou/H24/kankyou/H24kankyou010.pdf


温室効果फ़५ 農薬 有機農業肥料 जभ他
（ 労働⽣産性 ）ॖॿक़থढ़AI⾃動ढ़क़থॺ३५ॸ঒

品⽬؟⽔稲
技術भ໪要

効果

導⼊भ留ਔਡ

害⾍भ௧⾨家भ分類॑学ಆख⾼ः精度॑実現ٵ
⽔⽥でᇗऌ૳खた粘着ഝ上भ⾍भ画൸ॹشॱ（گਐྥਰ
上）॑農研機構भ害⾍भ௧⾨家ऋ⽬ଳで18分類खた。ऒ
れ॑AIप学ಆさचたऒधपेॉؚ全体भ਴಑で90٫ਰ上ؚ
଺害भ⼤ऌःॺঅॖটक़থढ़では95٫ਰ上भੳ識精度॑
実現खた。

粘着ഝ作成ؚ画൸化はఏ૆作業⼿ದછप従अऒध؞
粘着ഝ画൸॑ଞप঳定खた૖੯で੭ॊたीभ⼿ದऋ੶஽さ
れथःॊたीؚ૑ङᏍஹすॊऒध。

जभ他（価તఝؚ改良؞普及૾யؚ適応地域）

関৴情報

●改良؞普及૾ய

ਖः合ॎच先؟農研機構本部
TEL�029-838-8988 e-PDLO�QDroMeDDRI#PO.DIIrF.Jo.MS

ॖॿ害⾍भ発⽣調ਪपउ
ःथؚ調ਪ⽤粘着ഝभ画൸
ऊैॖॿक़থढ़類॑⾃動ੳ
識すॊAI॑開発खた。क़
থढ़類॑90٫ਰ上भ精度
でੳ識؞⾃動ढ़क़থॺすॊ
ऒधでؚ⽬ଳでは粘着ഝ１
ූ当たॉ１ৎ৑ਰ上ऊऊॊ
ऒधुँॊ調ਪৎ৑ؚ॑ڱ
分ங度पಢೠでऌॊ。害⾍
भ的確ऩ防除ृ଺害発⽣भ
予測प૑要ऩ調ਪ॑⼤்प
軽労化でऌॊ。

AIभ適合率（精度）
名称 適合率(�)
ॺঅॖট⻑ᵳও५ 99.6 
ॺঅॖট⻑ᵳड़५ 97.5 
ॺঅॖটಢᵳও५ 97.2 
ॺঅॖটಢᵳड़५ 92.9 
ॺঅॖটીೡ໽⾍ 97.0 
ॺঅॖট中ೡ໽⾍ 96.2 
ॖॿक़থढ़類଄ೡ໽⾍ 95.7 
঄ওॺঅ⻑ᵳও५ 97.3 
঄ওॺঅ⻑ᵳड़५ 60.5 
঄ওॺঅಢᵳও५ 72.5 
঄ওॺঅಢᵳड़५  ص
঄ওॺঅીೡ໽⾍ 83.2 
঄ওॺঅ中ೡ໽⾍ 68.9 
७४ট⻑ᵳও५ 99.6 
७४ট⻑ᵳड़५ 99.7 
७४টಢᵳও५ 88.0 
७४টીೡ໽⾍ 98.4 
७४ট中ೡ໽⾍ 95.6 

৸分థクছスの਴಑ 90.6
ॺঅイট（଄ೡ໽དुஅि）の਴಑ 96.6

ۜےڮ

ॖॿक़থढ़類ੑ数੥果

名称 ੳ識数
ॺঅॖট⻑ᵳও५ 18
ॺঅॖট⻑ᵳड़५ 2
ॺঅॖটಢᵳও५ 27
ॺঅॖটಢᵳड़५ 1
ॺঅॖটીೡ໽⾍ 98
ॺঅॖট中ೡ໽⾍ 3355
ॖॿक़থढ़類଄ೡ໽⾍ 4819
঄ওॺঅ⻑ᵳও५ 0
঄ওॺঅ⻑ᵳड़५ 0
঄ওॺঅಢᵳও५ 0
঄ওॺঅಢᵳड़५ 0
঄ওॺঅીೡ໽⾍ 0
঄ওॺঅ中ೡ໽⾍ 10
७४ট⻑ᵳও५ 0
७४ট⻑ᵳड़५ 0
७४টಢᵳও५ 0
७४টીೡ໽⾍ 1
७४ট中ೡ໽⾍ 47

AIपेॊ⾃動ढ़क़থॺ੥果

ॖॿઙ੪भ⾍॑ᇗऌ૳ख
た粘着ഝ॑画൸化すॊ

५य़কॼपेॊ粘着ഝभ画൸化प4分ங度ऊऊॊ。जभ৏ؚ
*P8࿌載ঃ९॥থ上でAI॑৔୉खた९ইॺक़ख़॔पेॊ
ੳ識は1分ਰ৔でؚ合ੑ作業ৎ৑は5分ங度でँॊ。

作業ৎ৑は１ූ当たॉ5分ங度ٵ

速処理पは*P8࿌載ঃ९॥থऋ૑要⾼؞

留ਔਡ

$I

●ॖॿक़থढ़類भ発⽣調ਪपउऐॊ粘着ഝ఑ඃ१থউঝ॑対଴ध
खたAI⾃動ढ़क़থॺ३५ॸ঒ఏ૆作業⼿ದછ

९ইॺक़ख़॔導⼊पは農研機構भಅဍऋ૑要؞

஥層学ಆ॑利⽤खथःॊたी⾼速処理पはNYLGLD製*P8ऋ
૑要でँॊ。*P8ऋ૮ःधੳ識प15分ਰ上ऊऊॊ。

●2022௘ 農研機構ड़থছॖথ঳ಹ公開⽣配ਦभَഔ島জ
ঞُش॥شॼ1）ش�58�04�2ع25�03）

ృପ৔でभ試⽤भऺऊؚ⼭ઠ県ؚఱ良県でु試⽤中

公開

有機農業温室効果फ़५⽔⽥भ⽔管理पेॊওॱথ削減（中๝ख期৑भభ⻑） 農薬 肥料

ਖः合ॎच先؟農研機構本部
TEL�029-838-8988 e-PDLO�QDroMeDDRI#PO.DIIrF.Jo.MS

⽔⽥⼟壌৔पはওॱথ⽣成菌ऋ存૔खؚ໻気૖੯ৣで稲
ॎैऩनभ有機物॑ग़१प温室効果फ़५でँॊওॱথ॑発
⽣さचॊ。中๝खधはॖॿभ⽣育調整॑⽬的धखथ঳ৎ的
प⽔⽥ ऊै⽔॑抜ऎ従来ऊैभ⽔管理技術でँॊ。

中๝ख期৑॑通ଞेॉुభ⻑すॊऒधで⼟壌中पेॉ多
ऎभ෷素॑୹給すॊधওॱথ⽣成菌भ活動ऋ抑制されؚও
ॱথ排出量ऋ低減すॊ。ᑮ⽔ध૳⽔॑೷ॉନす৑断᪶᪵ध
組ा合ॎचॊऒधでेॉ効果的पওॱথ発⽣量भ削減ऋ可
能でँॊ。

品⽬؟⽔稲

技術भ໪要

効果
1ౝ৑भభ⻑でওॱথ発⽣量॑30٫削減ٵ

全国ڴ県भ試験੥果ऊैؚ૚地域൐भຯ⾏भ中๝ख期৑
॑঳ౝ৑ங度భ⻑すॊऒधでؚওॱথभ発⽣量ऋ৺
30٫削減されॊऒधऋંされथःॊ。

適જऩభ⻑पेॊ॥ওभ品質向上効果ٵ
ః࿃న合ऋ向上खؚॱথঃॡ質含量भ低ৣऋੳीैれॊ
ऩनؚ収穫खた॥ওभ品質भ向上ऋંされथःॊ。

中๝ख期৑भૌ度ऩభ⻑पは収量減भ可能性؞

ওॱথ発⽣抑制भたीभ新たऩ⽔管理技術ঐॽগ॔ঝ⽥⽔؞
（（国研）農研機構 農業環境変動研究७থॱش（਴成24ফ））

⽔⽥भ૾態ؚॖॿभ⽣育૾யऩन栽培地域भ実情॑౷ऽ
इؚ適જऩ෇೧でभ期৑భ⻑प留ीॊ૑要ऋँॊ。

૳⽔؞再ᑮ⽔॑೷ॉନす精緻ऩ⽔管理॑省⼒的प⾏अた
ीपَ⾃動⽔管理३५ॸ঒ُभ導⼊ुି⽬されथःॊ。

動⽔管理भ活⽤可能性⾃؞

導⼊भ留ਔਡ

●価તఝ
ਉಋ૮料。中๝ख॑భ⻑すॊऒधपेॊ追加的ऩા⽤भ؞
発⽣は૮ः。
農林⽔産省भ環境直ம⽀௸ः交付সभ対଴技術भ঳णप؞
ऩढथःॊ。
。2023ফप-ॡঞ४ॵॺ制度भ্法૛पఃஈされたधऒौ؞

関৴情報

जभ他（価તఝؚ改良؞普及૾யؚ適応地域）

৘୿化�開発中

4

https://sop.naro.go.jp/document/detail/95
https://www.youtube.com/watch?v=IIn4BmyTOZ4
https://www.naro.affrc.go.jp/archive/niaes/techdoc/methane_manual.pdf


肥料農薬 有機農業温室効果फ़५
⽔⽥⼟壌भढ़জ収⽀॑౷ऽइた
⽔稲भढ़জ適正施⽤指ଉ

ढ़জは肥料三要素भ঳णटऋؚ減肥ع૮施肥でु⽔稲⽣育प
ਖ਻ऋऩः場合ु多ः。जऒでढ़জ減肥ৣでभ⽔稲भ⽣育ध⽔
⽥भढ़জ収⽀॑調ਪखؚ減肥ऋ可能पऩॊ૖੯॑解৥खた。

稲ॎै൬੪(すऌ੢ा)ऋされथउॉ交換態ढ़জऋ20PJ
.22�100Jਰ上भ低地⼟⽔⽥ではؚ⽔稲भढ़জ施肥॑ఏ૆भ઄
量पでऌॊ。稲ॎै൬੪धಡचथ⽜ऴ॒堆肥1W�10Dਰ上ऋ施⽤
されॊ場合ؚ当作भढ़জ施肥॑省略でऌॊ。

品⽬؟⽔稲

技術भ໪要

効果
जभ他（価તఝؚ改良؞普及૾யؚ適応地域）

導⼊भ留ਔਡ

関৴情報

施肥॥५ॺभ削減効果ٵ
ढ़জ施肥量॑઄減すॊऒधで肥料代॑10Dँたॉ1�056৞
削減でऌॊ。ऒれは2018ফ度भ肥料価તप基तऎ試઴ट
ऋؚ肥料ऋ⾼ྐྵखथःॊ場合は॥५ॺ削減効果ऋさैप⼤
ऌऎऩॊ。

堆肥施⽤पेॉढ़জ施肥॑代౹可能ٵ

交換態ढ़জ量भ把握ध維持ऋ૑要؞
⼟壌診断॑ཫ⾏खؚ交換態ढ़জऋ減肥可能ऩ૖੯
（ 20PJ .22�100Jਰ上）पँॊऒध॑把握खた上で
減肥॑⾏अ。ऽた⼟性ऋෛ⼟（S）ؚ壌質ෛ⼟（LS）ؚ
ෛ壌⼟（SL）धःढた႗၄質भ⼟壌はढ़জऋྃ脱ख減
少 ख ृ す ः भ で ؚ CEC （ 陽 ॖ ड़ থ 交 換 ઍ 量 ） ऋ
12Pe�100Jਰ上भ場合॑除ऌؚ減肥भ対଴धखऩः。

壌भढ़জ収⽀॑౷ऽइた⽔稲भढ़জ適正施⽤指ଉ⼟⽥⽔؞
（本ౣउेल資料ૐ）（（国研）農研機構 中央農業研究
७থॱش（ഥਮگফ））

●⽔⽥भढ़জ収⽀ध稲ॎै
⽔⽥भढ़জ収⽀पৠ定的ऩ影
஭॑及ऻすभは稲ॎैभඞः
で ؚ 持 ठ 出 す 場 合 は 10NJ
.22�10Dਰ上भढ़জऋ収േさ
れॊ。जभたीؚढ़জ減肥॑
⾏अ上で稲ॎैは⽔⽥प൬੪
すॊऒधऋ૑要。

●導⼊ऋ可能ऩ⽔⽥એ஋
低地⼟भ⽔⽥भअठ交換態ढ़জऋ20PJ؞ .22�100Jਰ上

भुभ（全国で৺80ਐKDध推઴されॊ）

有機農業でभ⽔稲作प活⽤でऌॊ。

⽔⽥भढ़জ収⽀भ
模式௕。稲ॎै॑
൬੪すॊ場合ؚఏ૆भ
઄量（ऒऒでは3NJ�10D）
भ施肥で収⽀は�0धऩॉ
ढ़জभ減ራ॑防ऑॊ。
⽜ऴ॒堆肥॑施⽤すॊधढ़জは
10NJ�10Dਰ上भউছ५पऩॊ。

収穫৏に⽔⽥へ൬੪される稲峹ら

ਖः合ॎच先؟農研機構本部
TEL�029-838-8988 e-PDLO�QDroMeDDRI#PO.DIIrF.Jo.MS

公開

有機農業温室効果फ़५ 肥料農薬⽔稲作पउऐॊজথ෷肥料削減भ基本指ଉ

品⽬؟⽔稲

技術भ໪要

効果

導⼊भ留ਔਡ

多ऎभ地ਡでজথ෷肥料॑઄減でऌॊٵ

⼟壌環境基ຊ調ਪ॑取ॉऽधीた報ઔではؚ少ऩऎधु
50٫地ਡで有効態জথ෷量ऋ15PJ�100J॑超इथःॊ。
本指ଉप基तऐयؚउउेज઄数地ਡभ⽔⽥でজথ෷肥
料॑ఏ૆施肥量भ઄量प減ैすऒध॑指導でऌॊ。

੃府県農政部等भఏ૆施肥量ऊै減肥量॑઴出すॊ؞
本指ଉはؚ૚地域भఏ૆施肥量ऋ策定されथःॊऒध॑৐઀
पすॊ。ऽたؚ૚地域भ品種ؚ気଴૖੯ऩनुઅൟすॊध精
度ऋ向上すॊ。

जभ他（価તఝؚ改良؞普及૾யؚ適応地域）

関৴情報

●普及भ૾ய8؟県で導⼊推進中ؚ8県で導⼊検ୈ中。

農研機構成果情報َ⽔稲作पउऐॊজথ෷肥料削減भ基本指ଉُ

●適応地域؟本ପਰવभ⽔稲作地ఝ

⼟壌診断प基तऌ⽔稲作भজথ෷॑減肥すॊ指ଉでँॊ。
地⼒ੜ進基本指ଉपउऐॊ改善⽬ఏभৣ଒க॑基૆धखؚ

਍全॑⾒௭खた்॑持たचथؚ有効態জথ෷ऋ10PJع
15PJ�100Jभ場合पは૚地भ⼟壌૖੯प応गथఏ૆施肥量
जभ઄量भ施肥ؚ॑15PJ�100Jेॉ⼤ऌः場合पは઄量ع
भ施肥॑推တすॊ。

ऽたؚ減肥पेॊ⼟壌中भ有効態জথ෷減少ঔॹঝप基त
ऌؚ減肥॑⾒直すसऌৎ期॑઀ંでऌॊ。

20٫ع�জথ෷肥料઄減पेॉؚ肥料ાは10ٵ
削減でऌॊ

⼟壌環境基ຊ調ਪではؚ多ऎभ地ਡでؚ
有効態জথ෷量ऋ地⼒ੜ進基本指ଉपउऐ
ॊ改善⽬ఏभৣ଒க10PJ�100J॑超इथ
ःॊ。本基本指ଉはؚৣ଒க॑超इथःॊ
場合भজথ෷肥料削減্法॑઀੧すॊुभ
でँॊ。

ਖः合ॎच先؟農研機構本部
TEL�029-838-8988 e-PDLO�QDroMeDDRI#PO.DIIrF.Jo.MS

ُ

公開
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https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/pamphlet/tech-pamph/137697.html
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肥料農薬温室効果फ़५
耐倒伏性品種भ根出ख種⼦॑⽤ःた
⽔稲૮॥شॸॕথॢ種⼦ฒ層⼟中播種栽培 जभ他

（労働⽣産性）

品⽬؟⽔稲

技術भ໪要

効果

導⼊भ留ਔਡ

50PSभॺছॡॱで対応可能ع20ٵ
௧⽤播種機はؚ঳ಹ的ऩ⼤ऌさभॺছॡॱप装着でऌॊ。ॺ
ছॡॱ播種भたीؚ⼟ऋૻຎ的ฑैऊः፳場でु導⼊可能。

雑草繁ൄで減収भതれ؞፳場૖੯ऋபःध೭害؞

जभ他（価તఝؚ改良؞普及૾யؚ適応地域）

関৴情報

●価ત

●普及भ૾ய

௧⽤播種機पेॉல上ऑ代ऊऌध同ৎप5PPਰ৔भฒः⼟
中प播種すॊᑮ⽔直播技術。播種৐भ代ऊऌ作業ऋ省⼒化さ
れؚ⼿৑ृ॥५ॺ॑要すॊ種⼦॥شॸॕথॢभ作業ु不要で
ँॊ。耐倒伏性品種॑⽤ःॊधฒः⼟中播種पेॊ倒伏॑防
ऍृすऎऩॉؚ収量ऋ਍定化すॊ。さैप根出ख種⼦॑⽤ः
ॊऒधで出࿈ऋ促進され၈⽴ठऋ਍定खؚ雑草防除ुઍಔप
ऩॊ。根出ख種⼦は育၈ஓृಈ࿈ஓで作製でऌॊ。

ຯ⾏移植栽培ेॉु⽣産ા॑਍ऎでऌॊٵ

๫⽔⽥ではؚ⽥એ露出पेॊ५६ও⾷害؞雑草繁ൄؚ⾼低
୷ऋ⼤ऌः፳場では排⽔不良पेॊ၈⽴ठ低ৣऋକऌृす
ः。ာ炭⼟ؚෛ壌⼟では播種ऋ஥ऎऩॉ出࿈खपऎः。

85ਐ৞（播種機भा）؟6૖播種機؞

260KD؟2022ফ普及એ஋؞
69台؟播種機ྸ஋୿ਲ਼台数؞

⽔稲૮॥شॸॕথॢ種⼦代ऊऌ同ৎฒ層⼟中播種
栽培ఏ૆作業⼿ದછ

根出ख種⼦は出࿈ऋ早ऎ出໘期ु早ऽॊٵ
ள॥شॸॕথॢ種⼦पૻसؚ၈⽴期भ୴ೡऋಈ࿈種⼦は同ங
度ؚ根出ख種⼦は0.5୴⼤ऌऎؚ出໘期ऋ5⽇ங度早ः

代ऊऌ同ৎ播種機（+RS-8N2A  (ઙ)⽯੩製作所）

根出ख種⼦भ作製
࿠種৏脱⽔खた種⼦
॑⽶ฦप⼊れ育၈期
で加温（৺30ৎ৑）

多収品種َॅाँङさُभ⽣産ા(ౢ産物価પ୷ਬ)はؚຯ⾏
移植栽培َँऌたऒऽठُधૻसؚ10Dँたॉ৺1ਐ৞低ৣ。

有機農業

ਖः合ॎच先؟農研機構本部
TEL�029-838-8988  e-PDLO�QDroMeDDRI#PO.DIIrF.Jo.MS

ฒ層⼟中播種भওজॵॺ؞ॹওজॵॺ

（૞અ）根は傱भ付ऐ
根ડऊै出ॊ
અઅઅઅઅઅઅ૞અઅ૞અ૞અ૞અ૞અઅઅ૞અઅઅઅઅઅ૞અઅઅ૞અ૞અ（૞અ（૞અઅ૞અઅ૞અ૞અ૞અઅઅઅ૞અઅઅઅઅઅઅઅઅઅઅઅઅઅઅ૞અઅઅઅઅઅઅઅઅ૞અઅ૞અઅઅઅઅ૞અઅઅ૞અ૞અ૞અ૞અઅઅ（૞અ૞અ૞અઅ૞અઅ૞અઅ૞અ૞અ૞૞（૞૞（૞（૞૞૞૞૞૞૞૞（૞૞૞૞૞૞૞૞（૞૞૞૞૞（૞૞（૞૞૞૞૞૞૞૞૞（૞૞૞૞૞૞૞૞૞（૞૞૞૞૞૞（૞૞૞૞૞૞૞૞૞૞૞（૞૞૞（૞（૞૞（૞૞૞૞૞（૞૞૞૞૞（૞૞૞૞૞૞૞૞૞૞૞૞૞૞૞૞૞（૞૞૞૞૞૞૞૞（૞૞૞૞（૞૞૞૞（૞（૞૞૞（૞૞૞（૞（૞૞૞૞૞૞૞૞૞（૞૞૞૞૞૞（૞૞૞（૞૞૞૞૞૞૞૞૞૞૞૞（૞૞（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（ は根は根は根は根ははは根はは根は根は根は根はは根は根ははは根はは根ははは根はは根は根は根は根は根は根は根は根は根は根は根は根は根はは根はは根はは根はは）根は）根ははは根はは根は）根は）根ははははは根は）根は根ははは）根は）根は根はは根はは根は）根は根は）根は）根はは根は根は）根はは根は根はははは根はははは）根は根は根ははは根は）根はは根は根は）根は）根は）根は）根は）根は根ははは根根根根）根根根）根根根根）根根根根根根根根根）根）根）根根根根根根根根根根根根）根根）））））） भ付भ付付भ付भ付भ付भ付傱भ付傱भ付भ付付付भ付付भ付付付付付付付付付付भ付付付付付付傱भ付付付付付付付付付付付付भ付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付傱भ付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付傱भ付付付付付付付付付付付付付付付付付भ付付付付付付付भ付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付傱भ付付付付付付付付付付भभभभभ傱भ傱傱傱傱傱傱傱傱傱傱傱傱傱傱傱傱傱傱傱傱傱傱傱傱傱傱傱傱傱傱傱傱 ऐऐऐऐऐऐऐऐऐऐऐऐऐऐऐऐऐऐऐऐऐऐऐऐऐऐऐऐऐऐऐऐऐऐऐऐऐऐऐऐऐऐऐऐऐऐऐऐऐऐऐऐऐऐऐऐऐऐऐऐऐऐऐऐऐऐऐऐऐऐऐऐऐऐऐ

ऊऊऊऊ根ડऊऊऊડऊડऊऊऊ根ડऊऊડऊ根ડऊડऊ根ડऊ根ડऊડऊડऊ根ડऊડऊડ根ડ根ડ根ડડ根ડડ根ડ根ડ根ડ根根根根根根根根根根根根根根根根根根根 ॊ出ॊॊॊॊॊॊ出ॊ出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出ै出出出出出出出出出出出出出出出出出ैैैैैैैैैैैैैैैैैैैैैैैैैैैैैैैैैैैैैैैैैैैैैैैैै

根出ख種⼦

৘୿化

温室効果फ़५ 農薬 肥料 有機農業
⼟壌改良資材ध薬剤散布適期৴൪३५ॸ঒
॑基本धखたॖॿ稲ऒअग病भ総合防除技術

品⽬؟⽔稲

技術भ໪要

効果

導⼊भ留ਔਡ

壌改良資材で発⽣खपऎः⼟壌環境॑構築⼟ٵ
ૡັ५ছॢभ໨૾資材ؚள඀५ছॢभ၄૾資材ؚँॊः
は⽣⽯࿏॑散布ख⼟壌೴ਮすॊऒधでؚ稲ऒअग病菌ऋ
⽣ऌଋॉपऎः⼟壌環境॑構築でऌॊたीؚ化学農薬ઞ
⽤量भ削減ऋ可能。

窒素施肥量ऋ多ः場合は発病抑制効果減भ可能性؞
෷性भ肥料॑多ऎ施⽤すॊधؚ॔ঝढ़জ性भ⼟壌改良資材॑中
ਮखथ効果ऋ減ॊたीؚ窒素施⽤量は5NJ�10D॑基૆धすॊ。

जभ他（価તఝؚ改良؞普及૾யؚ適応地域）

関৴情報

●価તఝ
SA.8M2 (栽培管理⽀援情報१شঅ५प࿌載)  3�300৞�ফ

●改良؞普及भ૾ய
現地実証試験⽤भ३५ॸ঒改良中。ڮणभ-Aで50⼈ਰ上ऋ利⽤。

●適応地域
全国（శ発⽣地भ北海道॑除ऎ）

ਖः合ॎच先؟農研機構本部
TEL� 029-838-8988  e-PDLO� QDroMeDDRI#PO.DIIrF.Jo.MS

ॖॿ稲ऒअग病प対खथؚ⼟壌改良資材ध薬剤散布適期৴൪
३५ॸ঒॑基本धखたؚ総合防除技術॑開発खた。

⼟壌改良資材पेॉ⼟壌中प菌ऋ⽣ऌଋॉपऎः環境॑構築す
ॊ。さैपؚ電⼦ওشঝでঃ९॥থृ५ঐشॺইज़থ॑利⽤खथ
農薬散布適期情報॑配ਦすॊऒधपेॉ適期防除॑⽀援でऌॊ。
発⽣量ऋ多ःधਖ਼断された場合はؚ病၄除ுभ要౯भਖ਼断⽀援ु
可能でँॊ。

総合防除技術で化学農薬ઞ⽤॑削減ٵ
さैपؚ発⽣量भ評価基૆॑ुधपؚ次ফ度भ化学農薬
ઞ⽤भ要౯ৠ定॑⽀援खؚ薬剤散布適期৴൪३५ॸ঒प
ेॊ発⽣量भ予測情報पेॉؚ薬剤散布भ要౯ਖ਼断॑⽀
援ؚ不⽤ऩ化学農薬ઞ⽤॑削減でऌॊ。

●薬剤散布適期
৴൪३५ॸ঒
⽬的፳場॑ఃஈख

थؚ稲ऒअग病भ発
⽣予測धजभ診断प
૑要ऩ情報ृ電⼦
ওشঝभ配ਦ૖੯॑
ఃஈすॊधؚ散布適
期情報॑含ि防除॑
⽀援すॊ電⼦ওشঝ
॑配ਦすॊ३५ॸ঒。

壌改良資材ध薬剤散布適期৴൪३५ॸ঒॑基本धखた⼟؞
ॖॿ稲ऒअग病भ総合防除技術ఏ૆作業⼿ದછ
（国研）農研機構 植物防Ⴕ研究部⾨（ഥਮگফ度）

৘୿製品भ利⽤�開発中
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温室効果फ़५ 農薬 肥料 有機農業ওॱথ発ᇪभౢ産物でँॊ消化液भ液肥利⽤

技術भ໪要

効果

導⼊भ留ਔਡ

化学肥料भઞ⽤量भ削減ٵ

利⽤促進対策भ૑要性؞
消化液はؚऒれऽでभ肥料ध

は౮ऩॊたीؚ栽培試験等पे
ॊؚ栽培暦भ作成ृ利⽤ঝشঝ
भ策定等भ普及促進॑はऊॊऒ
धऋ重要でँॊ。ऽたؚ農家ऋ
⾃ै消化液॑散布すॊऒधは൑
୔ऩたीؚ輸ଛ؞散布体系॑構
築すॊ૑要ऋँॊ。

जभ他（価તఝؚ改良؞普及૾யؚ適応地域）
●普及भ૾ய؟北海道では主प牧草地ृ畑作ؚ北海道ਰਗで

は主प⽔⽥で利⽤ऋ進॒でःॊ。
●適応地域؟全国

品⽬؟⽔稲ؚ畑作

॥५ॺ削減ٵ
ওॱথ発ᇪ施設पधढथはؚ消化液॑排⽔処理すॊ場合
धૻຎखथؚઈ営ાभ削減ऋ可能（例؟排⽔処理ા⽤は
5�000৞�Wؚ液肥利⽤ৎभ散布ા⽤は2�000৞�W）。

消化液散布機
消化液 栽培試験（化学肥料ય（ం）ؚ消化液ય（క））

ওॱথ発ᇪ॑中核धखた資源࿯環३५ॸ঒

関৴情報
農研機構技報 No. 4 農੨地域पउऐॊওॱথ発ᇪ॑
中核धखた資源࿯環३५ॸ঒भ構築

家畜排चण物ؚ⾷品ఀಣ物等॑発ᇪ処理すॊ際भౢ産物
でँॊ消化液ؚ॑液肥（ংॖड़液肥）धखथ有効प利⽤す
ॊ技術でँॊ。消化液はؚ含ऽれॊ窒素भ৺઄分ऋؚ化学
肥料ध同ग成分でँॊ॔থঔॽ॔態窒素でँॉؚ化学肥料
प代ॎॊ肥料धखथ利⽤でऌॊ。

࿊種農家पधढथはؚ消化液॑化学肥料प代ॎॊ速効性
肥料धखथ利⽤すॊऒधपेॉؚ化学肥料भઞ⽤量धા
⽤भ削減पणऩऋॊ。

消化液消化液消化液消化液消化液消化液消化液消化液消化液消化液消化液化液消化液消化液液消化液消化液消化液液消化液消化液消化液消化液化液消化液消化液化液液消化液消化液消化液消化液消化液消化液消化液化液消化液液消化液化液液消化液化液消化液消化液化液消化液消化液消化液化液消化液化液液消化液消化液液消化液液消化液消化液化液消化液液化液化液消化液液液化液消化液消化液消化液消化液液消化液消化液液消化液化液消化液液液化液液消化液消化液消化液消化液液消化液消化液消化液液化液化液液液液消化液液液液消化液液液液液液消化液液液消化液消化液液液液消化液消化液液液液消 液消化液液液消化液液液消化液化液消化液消化液消化液化液消化液消化液消化液消化液消化液消化液液消化液消化液消化液消化液液液消化液液化液液液消化消化消化化化化化化消化化化化化化化化化化化消化化消化消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消 機機散布機機散布機機機機機機機機散布機散布機散布機散布機散布機散布機散布機散布機散布機散布機機機機散布機散布機散布機機散布機散布機散布機布機散布機散布機散布機散布機散布機機布機散布機散布機散布機機散布機散布機機散布機散布機散布機散布機機機散布機散布機機機機機機散布機散布機布機機機散布機散布機機機機機機散布機機機機機布機散布機散布機散布機散布機機散布機機機機散布機布機機機機布機機機機散布機布機機布機散布機散布機機散布機機散布機機散布機機散布機機機散布機散布機機機散布機散布機機機散布機散布機機散布機散布機散布布布散布布布布布布布布布散布布散布散布布布布布散布布散布散布散布布散布布布布布散布布散布散布布散布布布散布布布布布散布散布散布散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散
消化液散布੤両

（北海道ਰਗ（上）ؚ北海道（ৣ））

ਖः合ॎच先؟農研機構本部
TEL�029-838-8988 e-PDLO�QDroMeDDRI#PO.DIIrF.Jo.MS

公開�開発中

有機農業温室効果फ़५
予測॑含ि気଴ॹشॱ॑利⽤खた⽔稲ؚ
⼩⻨ؚ⼤⾖भ栽培管理⽀援३५ॸ঒

⽔稲ؚ⼩⻨ؚ⼤⾖भ栽培管理॑⽀援すॊ३५ॸ঒でँॊ。
利⽤঻ऋक़ख़ঈঌش४ऊै作物भ品種ृ播種⽇ؚ፳場भਜ਼઼
等॑ఃஈすॊधؚ気଴ॹشॱध作物⽣育予測ঔॹঝ؞病害予
測ঔॹঝ等॑⽤ःथؚ発育予測ؚ施肥適期؞量ؚ病害防除適
期等भ栽培管理⽀援情報ृ早期૤෉情報॑作成؞਀ંでऌॊ。

農薬 肥料

品⽬؟⽔稲ؚ⼩⻨ؚ⼤⾖
技術भ໪要

効果

जभ他（価તఝؚ改良؞普及૾யؚ適応地域）

導⼊भ留ਔਡ

関৴情報

育૾யृ気଴૾யप応गた適期防除भਖ਼断⽣ٵ
လႶ病ृ稲ऒअग病ऩनभ発⽣॑予測खؚ଺害॑軽減す
ॊたीभ情報ऋ઀ંされॊ。

早期૤෉情報पेॊ農業気଴಼害॑軽減ٵ
থିਔ情報ऩन౮ଞ気଴प関すॊش低温情報ृইख़؞⾼
情報पेॉ早ीभ対策॑⾏अऒधऋ可能पऩॊ。

実際भ栽培૾யधभ整合性॑確ੳすॊ૑要؞
঳ಹ的ऩ栽培૾யध౮ऩॊ栽培॑⾏ढथःॊ場合ؚ予測
கऋङれॊ可能性ऋँॊभでؚँैऊगी実際भ૾யध
भ整合性॑確ੳखथ利⽤すॊऒधऋ஦ऽखः。

栽培管理⽀援३५ॸ঒Yer.1.1利⽤ঐॽগ॔ঝ؞
（（国研）農研機構 農業環境研究部⾨（਴成31ফ））

●栽培管理⽀援३५ॸ঒पेॊ情報઀୹
利⽤঻は:EB१ॖॺेॉ情報॑取੭でऌॊ。঳部भ情報

॥থॸথॶは:eE-API化खथउॉؚ農業ॹشॱ৴௚基盤
（:A*RI）でु利⽤可能でँॊ。

●本३५ॸ঒भ8RL
KWWSV���VDNXPo.LQIo�

施肥量भ॔ॻংॖ५॑઀୹؞適期管理ٵ

ਹ৷঻

栽培管理⽀援情報

作付ऐ情報

作物௴察ॹشॱ

ᄎ培ଵ৶੍ରシステム

早期૤෉情報

ਞ଴予೾
ॹشॱ

生୘予೾
ঔॹル

೾೾

ルルルル
ᄎ培ૼ୒୒୒୒୒୒୒୒୒୒୒୒୒୒୒୒୒୒୒୒୒୒୒୒୒୒୒୒୒୒୒୒୒୒୒୒୒୒୒୒୒୒୒୒୒୒୒୒୒୒୒୒୒୒୒୒୒୒୒୒୒୒୒୒୒୒୒୒୒୒୒୒୒୒୒୒୒୒୒ૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼ培ૼ培ૼ培ૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼૼ培培培培培培培培培培培培培培培培培培培培培培培培培培培培培培培培培培培培培培培培培培

4 5 6 7 8 9

営農指導

क़ख़ঈ१ॖॺ

作物भ発育५ॸش४प応गた栽培管理ऋ可能पऩॉؚ追
肥भ施⽤適期ृ施肥量ऋ઴出されॊ。

जभ他
（気候変動षभ対応）

ਖः合ॎच先؟農研機構本部
TEL�029-838-8988 e-PDLO�QDroMeDDRI#PO.DIIrF.Jo.MS

公開�開発中
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農薬 肥料
有機農業実ᄷ現場भ研究হ例प基तऎ
਍定栽培ঐॽগ॔ঝ 温室効果फ़५ 有機農業

品⽬؟⽔稲ؚ⼩⻨ؚ野菜

技術भ໪要

効果

導⼊भ留ਔਡ

཮地भ⽔⽥੸ห作体系ٵ
⼩⻨୴ೡ॑指ఏधすॊ機༊除草॑導⼊खた⻨作ृ෈作野
菜栽培पेॉ有機⽔⽥॑⾼度活⽤すॊऒधでؚ⾼ः農業
所੭॑確保でऌॊ。

導⼊प際खथは有識঻ऊैஃ੉॑੭ॊऒध؞
地域पेढथ気଴ृ⼟壌૖੯ऋ౮ऩॊたीؚ本技術॑導⼊
すॊपँたढथؚ地域で有機農業॑営ि先進的⽣産঻ृ普
及指導機関等ऊैஃ੉॑੭ॊ૑要ऋँॊ。

जभ他（価તఝؚ改良؞普及૾யؚ適応地域）

関৴情報

●研究開発؞改良
⽔稲भຯ⾏栽培育၈⼟पૻसؚ有機栽培育၈⼟भ্ऋ
病害抑制効果ऋ⾼ःऒधऩनु৥ैऊपऩढた。

●適応地域
ృପ北部਴ᎉ地੸ห作ؚ施設঍क़ঞথ९क़作ؚ⾼ഐ地
露地ঞॱ५॑主体प有機農業प取ॉ組ि地域。

新規಺農ൌ஦঻भअठ৺3સऋ有機農業षभ取ॉ組ा॑
ൌ஦खथःॊ。जभたीؚ有機農業षभ新規૞⼊঻ऋؚ⽣
産॑早期प਍定化さचؚजभ૾態॑維持でऌॊ技術भ開発
ध普及ऋ஦ऽれथःॊ。ใपَ⽔稲भ有機栽培技術ঐॽগ
॔ঝُऋ໷⾏されथःॊऋؚ有機農業栽培体系は多஘でँ
ॉؚ作⽬ओधभถखः情報भ઀୹ؚॎऊॉृすः栽培ঐ
ॽগ॔ঝऋ੷ीैれथःॊ。

जऒでؚ本ঐॽগ॔ঝではؚ཮地भ⽔⽥੸ห作体系ؚ঍
क़ঞথ९क़भ施設栽培体系उेल⾼ഐ地露地ঞॱ५栽培体
系等॑対଴पؚ雑草防除ृ病害⾍防除技術॑はगीधすॊ
栽培管理法॑開発खた成果॑ງ介खथःॊ。

有機農業भ栽培ঐॽগ॔ঝ؞ 実ᄷ現場पउऐॊহ例ध
研究成果 ਸ਼3ග（（国研）農研機構（2019ফ））

栽培ঐॽগ॔ঝभ਀౛及ल掲載হඨ

঍क़ঞথ९क़भ施設栽培体系ٵ
ढ़ছ३ॼृॲॖ॥থଋ᪗॑すऌ੢ाؚ⼟壌॑൬੪化すॊ
⽣物的⼟壌消෼पेॊ萎凋病भ防除技術ृؚ⽣物的⼟壌
消෼実施৏भ঍क़ঞথ९क़ॣॼफ़॥ॼॲॽ対策॑導⼊す
ॊऒधでؚ収量ध୿ਲ਼પऋຯ⾏栽培ध同等पऩॊ。

ഐ地露地ঞॱ५栽培体系⾼ٵ
輪作ध品種選定ؚ不௶布೟ऌऋऐ栽培等基本技術॑組ा
合ॎचた਍定⽣産技術भ導⼊पेॉؚຯ⾏栽培ेॉ⾼ः
農業所੭॑確保すॊऒधऋ可能でँॊ。

ਖः合ॎच先؟農研機構本部
TEL�029-838-8988 e-PDLO�QDroMeDDRI#PO.DIIrF.Jo.MS

公開

温室効果फ़५ 農薬 有機農業肥料 जभ他
（気候変動षभ対応）

⾼温耐性प優れた多収भ極良⾷味
ॖॿ品種َपगभऌैीऌُ

品⽬؟⽔稲

技術भ໪要

効果

導⼊भ留ਔਡ

暑ऎथु཈⽶ਗ௴品質ऋ低ৣखपऎःٵ
َ॥३঄ढ़জُेॉ਍定खथ཈⽶ਗ௴品質ऋ良ः（育成
地（新潟県上௭৘）ृ関ূ؞中国؞஛国地域でभ⾼温૖
੯でभ試験）。
（⾼温૖੯؟出໘৏20⽇৑਴಑気温27٦ਰ上）

ஜ୴Ⴖ病पृृൠःたीؚଞ発地でभ栽培पはିਔすॊ؞
障害型耐ഐ性ऋൠःたीؚഐ害भକऌृすः地域でभ作؞

付ऐはೂऐॊ

जभ他（価તఝؚ改良؞普及૾யؚ適応地域）

関৴情報

多収؞良⾷味⽶品種َपगभऌैीऌُఏ૆作業⼿ದછ

●適応地域
॥३঄ढ़জُ等भ栽培ऋ可能ऩূ北વ部ؚ北ಮ及लَ؞

関ূਰਧ。

⽔稲भ཈⽶ਗ௴品質はؚః࿃期でँॊ夏भ気温ऋ⾼ः場
合पはஜ未࿃၄ऋ発⽣खथ低ৣखಔः。َपगभऌैी
ऌُは夏भ気温ऋ⾼ःফपु཈⽶ਗ௴品質ऋ低ৣखपऎऎؚ
਍定खथ良஀でँॊ。ऽたَؚ॥३঄ढ़জُपૻसथຣऋ
ಢऎथ倒れपऎऎ収穫量ऋ多ःभでؚ収益性ऋ⾼ः。さै
पؚॖॿስ୴Ⴖ病प対खथ抵抗性ऩभでؚስ୴Ⴖ病ऋ発⽣
खृすः⻨作地ఝषभ導⼊ुઍಔでँॊ。

倒伏प強ऎ多収でँॊٵ
育成地भ5ফ৑भ収量試験भ਴಑཈⽶収量は719NJ�10D
でَؚ॥३঄ढ़জُेॉु15এॖথॺ多収でँॊ。

ॿስ୴Ⴖ病प対खथ抵抗性でँॊॖٵ

َ॥३঄ढ़জُ
ेॉु৥ैऊप
ஜ未࿃၄ऋ少ऩः

成࿃期भَपगभऌैीऌُ(ం)。َ॥३঄ढ़জُ（క）ऋ
⼿৐प向ऊढथ倒れथःॊभपؚ全ऎ倒れथःऩः。

ስ୴Ⴖ病॑ᄘ介すॊ঄ওॺঅक़থढ़防除भたीभ௨⾍剤
॑削減でऌॊ。

ਖः合ॎच先؟農研機構本部
TEL�029-838-8988 e-PDLO�QDroMeDDRI#PO.DIIrF.Jo.MS

৘୿化

●普及भ૾ய
⑞ଗ県ؚණ஝県ؚ⼭梨県ؚಯળ県ؚਮస⼭県ؚଯவ県でတ؞

ཫ品種等प఼⽤されؚ21県で産地品種ໝ෧प設定されथ
ःॊ。
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जभ他
（気候変動षभ対応）

倒伏खपऎऎ暑さप強ः直播栽培向ऌभ
多収؞良⾷味⽔稲品種َखऴऎभाभॉُ

中⾷ृਗ⾷向ऐभ⽶(業務⽤⽶)भ消ા量はੜ加ൊ向पँ
ॉؚ低॥५ॺで栽培でऌॊ業務⽤⽶向ऐ⽔稲品種भ೽要ऋ
⾼ऽढथःॊ。

業務⽤⽶प適खたূ北地域向ऐ多収良⾷味⽔稲品種धख
थ農研機構ऋ育成खたَኃइाभॉُはؚ੺ফؚ作付ऐऋ
拡ऋढथःॊ。

َखऴऎभाभॉُはَኃइाभॉُेॉ倒伏प強ऎؚ
直播栽培向ऌभ多収品種でँॊ。ᆷන⽶भ⾷味はَऱधी
ऻれُध同等भ良⾷味でँॉؚऒれैभ特⻑प加इؚ暑さ
(ః࿃期৑中भ⾼温)प強ऎؚःुठ病धስ୴Ⴖ病पु強ः
品種でँॊ。

品⽬؟⽔稲
技術भ໪要

効果

जभ他（価તఝؚ改良؞普及૾யؚ適応地域）

導⼊भ留ਔਡ

関৴情報

温पेॊஜ未࿃၄発⽣॑低減⾼ٵ
⾼温ৣでुஜ未࿃၄率ऋ低ऎؚ⾼温ః࿃耐性ऋَኃइा
भॉُेॉऊऩॉ強ऎَؚाबはॊऊُధभृृ強ध評
価。

ስ୴Ⴖ病प強ऎ農薬ઞ⽤量॑低減؞ःुठ病ٵ
ःुठ病፳場抵抗性は強ؚஜ୴Ⴖ病፳場抵抗性はृृ強
ध評価。ऽたؚስ୴Ⴖ病抵抗性品種ु有すॊ。

倒伏軽減剤不要ؚ直播栽培पेॊ低॥५ॺ⽣産ٵ

ःुठ病等病害抵抗性は強ःऋؚ᡺病भ可能性は຦૮؞
ではऩःたीؚ発⽣予察ध適જऩ防除ऋ૑要でँॊ。

（2019ফ度研究成果情報）耐倒伏性؞⾼温ః࿃性प優れॊ
直播栽培向ऌभ多収良⾷味⽔稲新品種َखऴऎभाभॉُ

●普及भ૾ய
。௘⽥県ؚ三重県भ産地品種ໝ෧प指定されथःॊ؞
種⼦भಅဍ先は12੯ँॉؚ௘⽥県ؚ岩⼿県ؚ宮ଗ県ؚ؞

૸୴県等で作付されॊऩन૚地で普及ऋ઩ऽढथःॊ。

َኃइाभॉُेॉ倒伏ऋ少ऩऎؚ耐倒伏性はَตँउ
यُధधऊऩॉ強ः。

َኃइाभॉُ َखऴऎभाभॉُ
農研機構ূ北農研⼤෽研究ುਡ፳場भᑮ⽔直播栽培試験（૖播؞多肥）

温室効果फ़५ 農薬 有機農業肥料

ਖः合ॎच先؟農研機構本部
TEL�029-838-8988 e-PDLO�QDroMeDDRI#PO.DIIrF.Jo.MS

৘୿化

जभ他
（気候変動षभ対応）温室効果फ़५ 農薬 肥料

病害⾍ृ⾼温प強ऎؚ
多収ऩ⽔稲品種َ௘はॊऊُ 有機農業

技術भ໪要

効果

導⼊भ留ਔਡ

ॺঅॖটक़থढ़प抵抗性ऋँॊٵ
َपऒऽॊُेॉॺঅॖটक़থढ़पेॊ଺害॑ਭऐपऎः
品種でँॊ。

ஜ୴Ⴖ病धॺঅॖটक़থढ़भ加害性変化पିਔ؞
ஜ୴Ⴖ病पृृൠःたीؚଞ発地でभ栽培はೂऐॊ。ऽ
たؚ抵抗性品種॑加害でऌॊॱॖউभॺঅॖটक़থढ़ऋ
発達すॊऒधऋँॊたीؚିਔऋ૑要でँॊ。

जभ他（価તఝؚ改良؞普及૾யؚ適応地域）

関৴情報

●普及भ૾ய
ଯவؚ⿅児島ؚ栃⽊県で৺5KD栽培（2020ফ）。

উঞ५জজش५ (研究成果) 暑さृ病害⾍प強ऎؚ
多収ऩ⽔稲新品種َ௘はॊऊُ

●栽培適地
ূ海ਰਧभ地域（َ঄ঀ঄ढ़জُऋ栽培可能ऩ地域）。

َ௘はॊऊُはؚःुठ病ृስ୴Ⴖ(खऽはऋれ)病प強ऎ
ਧ⽇本でਖ਻धऩढथःॊ害⾍भॺঅॖটक़থढ़प対खथ
َपऒऽॊُेॉु強ःभऋ特⻑でँॊ。

ऽたَؚपऒऽॊُेॉさैप⾼温ః࿃性ऋ優れॊ品種で
ँॉؚਧ⽇本भ代਀品種َ঄ঀ঄ढ़জُेॉ৺15�多収でँॊ。

ःुठ病ऩनभ病気प強ःٵ

温でु॥ওभ品質ऋ優れॊ⾼ٵ

ःुठ病（୴ःुठؚ໘ःुठ）ؚስ୴Ⴖ病प強ऎ農薬
削減ऋ期ୄでऌॊ品種でँॊ。

⾼温で実ढथु཈⽶भਗ௴品質はَ঄ঀ঄ढ़জُेॉ৥
ैऊप優れथःऽす。
ऩउؚᆷන⽶は粘ॉऋَ঄ঀ঄ढ़জُऺन強ऎऩऎؚਗ
。中⾷⽤धखथभ利⽤ऋ期ୄでऌॊ؞⾷

َ௘はॊऊُभ
ॺঅॖটक़থढ़
抵抗性（ൠः系ଁ
はႶれथःॊ）

َ௘はॊऊُभ
病害抵抗性َ௘はॊऊُभ主要特性

品⽬؟⽔稲

ਖः合ॎच先؟農研機構本部
TEL�029-838-8988 e-PDLO�QDroMeDDRI#PO.DIIrF.Jo.MS ৘୿化
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https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/files/Tsuda.pdf
https://www.naro.go.jp/publicity_report/press/laboratory/karc/079749.html


有機農業肥料農薬
早⽣で多収भ直播栽培向ऌ
良質良⾷味⽔稲品種َठऺाभॉُ

中⾷ृਗ⾷向ऐभ⽶(業務⽤⽶)भ消ા量はੜ加ൊ向पँ
ॉؚ低॥५ॺで栽培でऌॊ業務⽤⽶向ऐ⽔稲品種भ೽要ऋ
⾼ऽढथःॊ。

業務⽤⽶प適खたূ北地域向ऐ多収良⾷味⽔稲品種धख
थ育成खたَኃइाभॉُはؚ੺ফؚ作付ऐऋ拡ऋढथः
ॊ。

َठऺाभॉُはَँऌたऒऽठُृَኃइाभॉُे
ॉ出໘ऋ早ऎَؚँऌたऒऽठُेॉ倒伏खपऎः直播栽
培向ऌभ多収品種でँॊ。ᆷන⽶भ⾷味はَँऌたऒऽ
ठُध同等भ良⾷味でँॉؚःुठ病पु強ः品種でँॊ。

品⽬؟⽔稲

技術भ໪要

効果

जभ他（価તఝؚ改良؞普及૾யؚ適応地域）

導⼊भ留ਔਡ

関৴情報

ःुठ病प強ऎ化学農薬ઞ⽤量॑低減ٵ
ःुठ病፳場抵抗性はؚ୴ःुठऋ強ؚ໘ःुठऋृृ
強ध評価されथउॉؚ化学農薬ઞ⽤量॑低減でऌॊ。

倒伏軽減剤不要ؚ直播栽培पेॊ低॥५ॺ⽣産ٵ

ःुठ病抵抗性は強ःऋؚ᡺病すॊたीؚ発⽣予察ध؞
適જऩ防除ऋ૑要धऩॊ。

多収؞良⾷味⽶品種َठऺाभॉُఏ૆作業⼿ದછ

●普及भ૾ய
2015ফप௘⽥県भ産地品種ໝ෧प指定された৏ؚ2022ফ

ではؚ岩⼿県ؚ宮ଗ県ؚ௘⽥県ؚ⼭形県ؚ福島県ؚ新潟県ؚ
ௗಛ県भ産地品種ໝ෧प指定されथःॊ。

َँऌたऒऽठُेॉ倒伏ऋ少ऩऎؚ耐倒伏性はَኃइ
ाभॉُధप強ः。

温室効果फ़५

ਖः合ॎच先؟農研機構本部
TEL�029-838-8988  e-PDLO�QDroMeDDRI#PO.DIIrF.Jo.MS

َठऺाभॉُ َँऌたऒऽठُ
農研機構ূ北研⼤෽研究ುਡ፳場भᑮ⽔直播栽培試験（૖播؞ఏ肥）

َठऺाभॉُは直播栽培で倒伏खथःऩः。

৘୿化

温室効果फ़५ जभ他
（労働⽣産性）

農薬 肥料

⽥植इはಢ期৑प作業ऋૐ中すॊたीؚ労働⼒不ଌभ抜本
的ऩ೹ਮध⾼精度化प向ऐた作業技術ऋ૑要不可ಳでँॉؚ
本技術はਰৣभ特徴॑有すॊ。
⋇ ডথঐথड़ঌঞش३ঙথ（၈ଓ給等॑含ि）ऋ可能
⋈ ऺ場भਗఢਰਗभ植付ऐ॑౥全⾃動化
⋉ হ৐भ経ଡ଼⽣成は不要
⋊ 独⾃भ制御३५ॸ঒पेॊ⾼速ᄑ回॑実現
⋋ ૑要प応गथ૖ૃी作業॑⾃動で実施

品⽬؟⽔稲

技術भ໪要

効果 जभ他（価તఝؚ改良؞普及૾யؚ適応地域）

導⼊भ留ਔਡ

関৴情報

૖ૃी等भ⾃動化पेॉ作業ध೤料भ૮ྤ削減ٵ
⼿動ઈૡでऺ場भਗఢ॑作業すॊऒधपेॉؚ⽥植機ऋ
ऺ場形૾॑ੳ識खथ⾃動的प௒⾏経ଡ଼॑⽣成すॊधधु
पؚ作業்॑調තすॊ૖ૃीृ空植इ⾏ஙऋ૑要प応ग
थ⾃動でዠ⼊されॊऒधऊैؚ作業भ重複ऩन૮ྤऋ減
ॉؚ೤料भත減पुఞଖすॊ。

投ৣ労働ৎ৑भ⼤்削減ٵ

北海道ல஘（૖৑33FP）पは適⽤ਗ؞
৘୿化ঔॹঝ（૖৑30FP）ऊै北海道ல஘प向ऐथはؚ
新たऩ⾃動経ଡ଼⽣成॔ঝ०জ६঒॑構築すॊ૑要ऋँॊ。

有⼈૰ଳ型ট঎ॵॺ⽥植機َPR-8D－Rُ来ফ2াप新発ਲ਼؞
੩関農機

●⾃動ઈૡ⽥植機भ導⼊
⋇৘୿ঋش५機भਈ⾼速度（৺1.9P�V）でु࿃ಫ঻ధा

भઌढ直एऩ移植ृ正確؞५঒ش६ऩ⾼速ᄑ回ؚ⋈ऺ場全体
भ経ଡ଼設ੑ॑⾃動化ؚ⋉多஘
ऩ形૾भ⽔⽥ऺ場पु対応可
能ؚ⋊૖ૃीृ空植इ⾏ஙऋ
૑要प応गथ⾃動ዠ⼊されॊؚ
জঔ॥থでඝ作可能ऩডথঐ
থड़ঌঞش३ঙথभ機༊३५
ॸ঒。

●価તఝ等2022؟ফڮাप੩関農機⌆ऊै৘୿化予定。
価તఝ及ल৘୿化ঔॹঝभ植付ऐ૖数は未定。
૖৑30FPभ⽔⽥प適応可能。

⾃動ઈૡ⽥植機 有機農業

࿥多भ実証試験पेॉؚ１ఈ100ۜभ正্形ऺ場पउः
थ⾃動ઈૡ⽥植機ऋ৺1.8⼈ৎؚຯ⾏機（ڮ⼈組作業）
では৺3.2⼈ৎधऩॉؚ44٫भ削減効果॑確ੳखथःॊ。

જりନし૮しの⾼速ᄑ回 台形峥場での植付け

ਖः合ॎच先؟農研機構本部
TEL�029-838-8988 e-PDLO�QDroMeDDRI#PO.DIIrF.Jo.MS

৘୿予定
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https://sop.naro.go.jp/document/detail/21
https://www.jacom.or.jp/shizai/news/2021/06/210621-52097.php


農薬 有機農業肥料 जभ他
（労働⽣産性）⾼機動኶ᄪ草刈機 温室効果फ़५

品⽬؟⽔稲

技術भ໪要

効果

導⼊भ留ਔਡ

草刈ॉ作業भ軽労化及ल਍全性भ向上ऋ期ୄٵ
電動式भজঔ॥থ草刈機でँॊたी*+*削減ऋ期ୄでऌؚ
作業঻は従来भ⾃௒式草刈機भेअपঁথॻঝ॑持ढथ
機体॑⽀इॊ૑要ऋऩऎؚ作業঻଀担भ⼤்ऩ軽減ऋ期
ୄでऌॊ。ऽたؚ作業঻はग़থ४থभ振動ؚ⾶ल⽯ؚጶؚ
ᛑभ影஭ृ作業機भખ発॑ਭऐॊ஠૫性ऋ⼤்प減少す
ॊたीؚ作業भ਍全性向上（作業環境भ改善）ऋ期ୄで
ऌॊ。

኶ᄪ及ल整૟法એभ૖੯प留ਔऋ૑要؞
௒⾏可能ऩ኶ᄪ૖੯धखथؚ上એ்59FPਰ上ؚ኶ᄪ法એൊ࿿
ഓ60度ਰৣでँॊऒधप留ਔすॊ૑要ऋँॊ。
௒⾏可能ऩ整૟法એ૖੯धखथؚൊ࿿ഓ35度ਰৣでँॊऒधप
留ਔすॊ૑要ऋँॊ。

जभ他（価તఝؚ改良؞普及૾யؚ適応地域）

関৴情報

●価તఝ
५ঐঔ（௒⾏ঘॽॵॺ）RS400-1106.7؟ਐ৞
኶草刈॔ॱॵॳA=72038.5؟ਐ৞

●普及भ૾ய
ઙ式ভ঺११य़॥شএঞش३ঙথऊै৘୿中

●適応地域
全国

本機はؚ௒⾏部ؚ刈取部ؚඝ作部等ऊै構成されॊ電動
式भজঔ॥থ草刈機でؚ１台で኶ᄪ及ल整૟法એपउऐॊ
草刈ॉ作業ऋ可能ऩ⾼機動኶ᄪ草刈機でँॊ。૚部भ電源
はংॵॸজऊै୹給されؚ௒⾏部は௒୊性भ⾼ः঳対भॡ
টشছ式でؚ刈取部は௒⾏部भ৐ડपਜ਼઼すॊڮ৴式भ
ढ़ॵॱঘॽॵॺ構造（回ૡၢ）఼॑⽤खथःॊ。኶ᄪ作業
ৎはؚইঞय़३ঈঝ॔ش঒पेढथంక刈取部भਜ਼઼॑変
ಌでऌؚ刈取部ऋ኶ᄪ上એ及ल኶ᄪ法એप適応でऌॊ。

኶ᄪपउऐॊ草刈ॉ作業 整૟法એपउऐॊ草刈ॉ作業

●１台で኶ᄪ及ल整૟法એपउऐॊ草刈ॉ作業ऋ可能

農研機構普及成果情報（2016ফ）؞
َ኶ᄪृ整૟法એでभ草刈ॉ作業भ଀担॑軽減すॊ

機動性भ⾼ः電動草刈機ُ

ਖः合ॎच先؟農研機構本部
TEL�029-838-8988  e-PDLO�QDroMeDDRI#PO.DIIrF.Jo.MS

スঐঔ＋高機৿኶ᄪൃ࿘॔ॱॵॳ
（኶ൃ࿘॔ॱॵॳ$=720）

৸শ（PP） 1�351
৸高（PP） 399
࿘்（PP） 700（350¼2৴）
੎୤（kJ） 117

ଡୗ 2クটشছૄ
クটشছਗ்（PP） 580

ฌ৿্১
（ঔشॱলৡ）

঍イشルイথঈছシঔشॱ
（'&249ؚ250:¼2）

ச২（P�s） ৐ਤ00.9ؚع৏ਤ00.8ع
ଡୗ 2৴ૄढ़ॵॱঘॽॵॺ（ইঞय़シঈル॔شム）

ฌ৿্১（ঔشॱলৡ） ঈছシঞスঔشॱ（'&369ؚ300:¼2）
৚ૡਯ（rSP） 3�000（ఏ૆）

૮଍リঔ॥থ
リॳक़ムイオথਗ਼౱（'&369ؚ25$h）

৴ਢ༎௮ৎ৑؟৺66分ங২

஑ૄ

機৬
৸৬

௒ষ৖

ਗ਼౺

࿘਄৖

ඝ作৖

品種2022َ⾼機動኶ᄪ草刈機ُ؞ਈ新農業技術؞

৘୿化

温室効果फ़५ 農薬 有機農業肥料⾼能率⽔⽥⽤除草機॑活⽤खた⽔稲有機栽培体系

品⽬؟⽔稲

技術भ໪要

効果

導⼊भ留ਔਡ

80٫ਰ上भ雑草॑除ு可能ٵ
⾼能率⽔⽥⽤除草機पेॊ2回3ع回भ除草作業ध࿊種
的ऩ雑草防除技術ऩनभ組ा合ॎचपेॉؚ80٫ਰ上
भ雑草ऋ除ுでऌॊ。

稲ઙऩनभଋ᪗ऋ多ःधಳઙऋੜ加すॊ؞
৐ফभ稲ઙऩनऋଋढथःॊधؚ作業ৎप除草ᅂप൪ा
ಳઙऋ多ऎऩॊ。௘࿊ऩनपेॉ分解॑促進さचॊ。

जभ他（価તఝؚ改良؞普及૾யؚ適応地域）

関৴情報

●価તఝ（⾼能率⽔⽥⽤除草機）
217ਐ৞266عਐ৞（ઘ੢ा）

●普及भ૾ய
2020ফ度ଜऽでप300台ਰ上ऋ普及

●適応地域
໪ब10Dਰ上で地耐⼒ऋ⾼ः定型፳場（全国）

能率⽔⽥⽤除草機॑活⽤खた⽔稲有機栽培भ⼿ਬऌ⾼؞
（農研機構 中央農業研究७থॱش（ഥਮڮফ））

⾼能率⽔⽥⽤除草機はؚ除草剤॑ઞ⽤खऩः有機栽培で
भ雑草対策भ中核धऩॊ除草௧⽤機でँॊ。本機はؚگ輪
型ଭ⽤管理機भ੤体中央पؚ૖৑ऋฌ動টشॱش式ؚઙ৑
ऋᣕ動ॶش५式भ除草部॑࿌載खथःॊ。除草作業中पઈ
ૡఆऊै稲ഔऋ確ੳखृすऎؚ10D当たॉभ作業ৎ৑は20
分30ع分でँॊ。

⾼能率⽔⽥⽤除草機॑活⽤खた⽔稲有機栽培体系भ作業໪要
⾼能率⽔⽥⽤除草機पेॊ除草

作業॑適期प⾏ःؚ஥⽔管理ऩन
भ࿊種的ऩ雑草防除技術॑組ा合
ॎचॊऒधで⾼ः除草効果ऋ੭ै
れॊ。ऒれप加इथؚःुठ病ृ
ስ୴Ⴖ病ऩनभ抵抗性品種भ利⽤ؚ
中ع成၈भ育成ؚ適જऩ⽔管理ؚ
病害⾍対策ऩनपेॉؚ省⼒的で
਍定खた収量ऋ੭ैれॊ有機栽培
ऋ可能でँॊ。

収量はຯ⾏栽培भ9સங度ٵ
3ফ৑भ現地試験भ੥果ऊैؚ本有機栽培体系भ導⼊प
ेॉຯ⾏栽培भ৺9સभ཈⽶収量॑੭ैれॊऒधऋંさ
れथःॊ。⽣産॥५ॺはؚຯ⾏栽培भ1.3೅ங度धऩॊ。

⾼能率⽔⽥⽤除草機

ਖः合ॎच先؟農研機構本部
TEL�029-838-8988 e-PDLO�QDroMeDDRI#PO.DIIrF.Jo.MS

৘୿製品भ利⽤
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https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/2022/2022seika-04.html
https://www.naro.go.jp/project/results/4th_laboratory/iam/2016/16_013.html
https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/files/suitouyuukisaibai20200406.pdf


温室効果फ़५ 農薬 有機農業肥料 जभ他
（労働⽣産性）ॺছॡॱش等農業機༊भ⾃動ඝᑭ३५ॸ঒

品⽬؟⽔稲ؚ畑作物

技術भ໪要

効果

導⼊भ留ਔਡ
৏付ऐ型は適⽤可能ऩ機種भহ৐確ੳऋ૑要؞

जभ他（価તఝؚ改良؞普及૾யؚ適応地域）

関৴情報

●価તఝ
99.8ਐ৞（ઘ抜） 別ಥฌ動部取付ા⽤等ऋ૑要پ

●改良؞普及भ૾ய
2018ফ10াप৘୿化。

●適応地域
全国૚地（主प本ପਰવ॑୳定）

ਖः合ॎच先؟農研機構本部
TEL�029-838-8988 e-PDLO�QDroMeDDRI#PO.DIIrF.Jo.MS

⾃動ඝᑭ३५ॸ঒は*NSS（ୋ星測ਜ਼३५ॸ঒）पेढथ
⾃機ਜ਼઼॑正確प把握खؚँैऊगी作成खた௒⾏経ଡ଼等
पปढथ௒⾏すॊेअपؚઈૡ঻प代ॎढथඝᑭ॑⾏अ。

ඝᑭ॑代⾏さचॊ⽬的はؚ少⼦؞⾼ೡ化पൣअ農業従হ
঻भ減少पेॉؚ࿃ಫઈૡ঻भ確保ऋ୔खऎऩढたたीؚ
ઈૡඝ作प不ຯれऩઈૡ঻でु࿃ಫઈૡ঻ధाभ作業॑実
現すॊऒधपँॊ。

ऽたؚ࿃ಫઈૡ঻はઈૡඝ作धधुपॺছॡॱش等प装
着खた作業機（࿊अ॒ृ農薬؞肥料॑散布すॊ装઼）भ稼
働૾ய॑ଞप૰ଳखथ作業भ質॑⾼ीथःॊ。ऒれ॑農作
業प不ຯれऩઈૡ঻でु⾏इॊेअपすॊ。

投⼊資材ાभ低減ٵ � 作業ৎ৑भ削減
ँैऊगी作成खた௒⾏経ଡ଼॑ঔॽॱ等で確ੳखऩऋै
作業でऌॊたीؚ⾏ஙभ重複ृृॉଋखऋ⽣गऩऎऩॉؚ
投⼊資材（種⼦ृ၈ؚ農薬ؚ肥料等）भઞ⽤量適正化प
ुఞଖすॊ。

機ভभ൉出⽤౻ٵ � 新規಺農঻भ確保
作業प⾼ःಫ度ऋ੷ीैれऩऎऩॊऒधで౻⽤労⼒भ活
ඩभ場ऋ広ऋॊधधुपؚ技術的障෢ऋ低ऎऩॊऒधで
農業षभ新規૞⼊ऋઍಔपऩॊ。

⾃動ඝᑭ३५ॸ঒は主प海
ਗ製भ⼤型農機प組ा੢ऽれ
ॊহ例ऋ多ः。⽇本でु北海
道॑中ੱप⼤型भଭ⽤ॺছॡ
ॱشでभ普及ऋ進॒でःॊ。

঳্ؚ⽇本では中⼩型भ農
機ऋ広ऎ普及खथःॊऒधऊ
ैؚ৏付ऐ型३५ॸ঒ऋ開発
されؚ改良ऋ進ीैれथःॊ。

ॺছॡॱشਰਗでは⾃動直
進機能॑組ा੢॒ट⽥植機ऋ
開発されؚ普及ऋ進॒でःॊ。

⾃動ඝᑭ३५ॸ঒（৏付ऐ型）
भॺছॡॱشषभ装着হ例
（ূ਎ੑஓઙ式ভ঺製A*-*EAR3）

৏付ऐ型भ場合はؚঁথॻঝधກभ৑पฌ動部॑追加す
ॊたीؚ機種पेढथは取付ऋでऌऩः場合ऋँॊ。

৘୿機भ঳例（ূ਎ੑஓ(ઙ) A*-*EAR3）

ْ製品情報ٓ直進⾃動ඝᑭଓஃ装઼ A*-*EAR3
（ূ਎ੑஓ(ઙ)भ+P）

৘୿化�開発中

温室効果फ़५ 有機農業農薬 肥料
၈ຢ全量基肥肥料َ၈ຢऽऊचُ॑⽤ःた
飼料⽤⽶َตँउयُभ省⼒多収栽培技術

၈ຢ全量基肥肥料（ૹ品名؟၈ຢऽऊच）॑導⼊खؚ省
⽤低॥५ॺऊण૑要ऩ窒素肥効ऋ੭ैれॊ飼料⽤⽶௧؞⼒
品種َตँउयُभ栽培体系॑構築खた。

၈ຢ全量基肥肥料भຢ施⽤量भ上଒は1�630Jधखؚউش
ঝ育၈॑⾏अऒधで移植作業प⽀障भऩः၈॑育成でऌॊ。
ऽたؚ適खた肥料ॱॖউはN400-60でؚ基肥�໘肥体系ऊ
ैभ減肥率॑৺2040٫ع٫धすॊऒधでؚ690⋹�10Dਰ
上भ多収ऋ੭ैれॊ。

品⽬؟⽔稲ؚ畜産

技術भ໪要

効果

जभ他（価તఝؚ改良؞普及૾யؚ適応地域）

導⼊भ留ਔਡ

関৴情報

40٫भ窒素肥料॑削減عຯ⾏पૻसؚ৺20٫ٵ
၈ຢऽऊचN400-60॑⽤ःॊध減肥率2343٫ع٫भ෇
೧では690⋹�10Dਰ上भ多収ऋ੭ैれॊ（਀１）。
ऒभधऌभ栽植ഡ度はཁ当たॉ50ઙ60عઙؚຢ施⽤量は
1�400J1�630عJでँॊ。
肥料भ利⽤率ऋ⾼ऎؚ減肥पेॉ環境଀෰ऋ軽減でऌॊ。

本⽥भ基肥及ल追肥散布पऊऊॊ労働ৎ৑॑削減ٵ

၈ঐॵॺ強度確保भたीपຢ施⽤量भ上଒॑ஹॊ؞
移植作業प⽀障भऩः၈ঐॵॺ強度（7.5N�5⋶）॑確
保すॊたीपはؚຢ施⽤量॑1�630Jਰৣधすॊ。

਴成30ফ度試験研究主要成果ش⑞ଗ県農業総合७থॱ؞
   ၈ຢ全量基肥肥料॑⽤ःたَตँउयُभ省⼒多収栽

培技術

௕ ၈ঐॵॺभ஘⼦
（施肥量1�630؟J�ຢ）

●၈ຢ全量基肥技術भ導⼊
၈ຢ全量基肥施肥技術はؚ

⽣育期৑中प૑要ऩ窒素肥
料॑播種ৎप育၈ຢप施⽤
すॊたीؚ移植ध同ৎप施
肥ऋでऌؚ本⽥でभ施肥作
業ऋ不要ऩ省⼒技術でँॊ。

క௕は播種機॑利⽤खथؚ
層૾施肥पेॉ育၈खた၈
ঐॵॺभ஘⼦。

●価તఝ
ૹ品名؟၈ຢऽऊचN400-60 ૞અ価ત2�930৞�10⋹ฦ

（地域पेढथ౮ऩॊ。）
●適応地域؟⑞ଗ県（他地域でभ技術導⼊प際खथはؚ૚地域भ指

導機関प相୥すॊऒध。）

਀１ 肥料ॱॖউ؞栽植ഡ度؞減肥率ऋ収量等प及ऻす影஭

ང⼟

種⼦

෫⼟

肥料

૑要प応गथؚজথ෷ؚढ़জ॑施⽤すॊ؞
၈ຢऽऊचN400-60はজথ෷ؚढ़জऋ含ऽれथःऩः。
૑要प応गथؚ෈場भ農ᅅ期प堆肥等॑利⽤खथজথ෷؞
ढ़জ॑፳場प୹給すॊ。

栽植
ഡ度

ઞ⽤
၈ຢ数

ຢ
施⽤量

窒素
施肥量

減肥
率

႗཈⽶
重

（ઙ�ཁ） （ූ�10D） （J） （⋹�10D） （٫） （⋹�10D）

13.7 1�630 8.9 36 738
14.3 1�400 8.0 43 711
16.6 1�630 10.8 23 758
17.1 1�400 9.6 32 694

基肥�໘肥 50 14.0 - 14.0 0 721

N400-60
50

60

肥料
ॱॖউ

ਖः合ॎच先؟⑞ଗ県農業総合७থॱش農業研究所
TEL�029-239-7211 e-PDLO�QoNeQ#SreI.LEDrDNL.OJ.MS

৘୿製品भ利⽤
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https://www.tokyokeiki.jp/products/detail.html?pdid=224
https://www.pref.ibaraki.jp/nourinsuisan/noken/seika/h30pdf/documents/30-10.pdf
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